
（要旨）
　感染症パンデミック期の心理的影響とその対策について、スティグマに焦点をあて、ガ
イドライン作成の資料収集を目的とした研究１と研究Ⅱを実施した。研究Ⅰでは、スティ
グマに関する項目を新たに加え、前年度同様に COVID-19 メンタルヘルス対策のマニュ
アル・ガイドラインリストを作成した。また、研究Ⅱでは、新興感染症としての新型イン
フルエンザ A（H1N1）を対象に、パンデミック期の人々の心理や情報提供、リスクコミュ
ニケーションのあり方とスティグマに焦点をあてた先行研究のレビューを実施した。
　研究Ⅰにおいては、89 件（前回 30 件を含む）のガイドラインを選出した。前年度のリ
ストでは、子どもや家族等を対象としたガイドラインは 3 件のみであったが、今年度は、
教育・保育関係者・子どもと家族用の資料は 30 件に及んだ。また、スティグマに関係す
るガイドラインを 15 件抽出することができた。今回抽出したガイドラインの特徴として、
対象者や状況が細分化され、より現場に対応された内容となっていた。ガイドラインの中
には、何度も更新または改定している資料もあり、利用者のニーズに応えた内容で改定さ
れていた。COVID-19 パンデミックの終息の目途がまだ立たない現状ではあるが、今後も
状況に合った新たなガイドラインが作成されると考えられ、本研究も継続して実施する必
要がある。
　研究Ⅱでは、2009 年にパンデミックとなった新型インフルエンザを対象に、パンデミッ
ク期の人々の不安やストレス、感染症の情報提供のありかたやリスクコミュニケーション
とスティグマに焦点をあて、先行研究をレビューした。検索には、CiniiJ-STAGE、医中
誌 WEB、IRDB を用い、最終的に 11 本の文献を分析対象とした。感染に対する不安につ
いては、大学生等の若い世代はあまり不安を感じることがなく、対して子どもを持つ親は、
不安感が多いことが示された。新型インフルエンザの情報に関しても若い世代は情報収集
に積極的な態度が見られず、感染予防行動も少なかった。今後の課題として、若い世代へ
の情報発信の方法等パンデミック期における世代に応じた情報提供のあり方の必要性が
見出された。また、感染症パンデミック期のリスクコミュニケーションのありかたとして、
リスク認知を高めると、感染予防行動は高くなるが、危険回避行動として、感染者を退け
る差別や偏見、スティグマが発生する可能性が示唆された。今後はスティグマを発生させ
ないリスクコミュニケーションのあり方が重要となることが示された。

研究体制：中塚志麻、亀岡智美、加藤寛

令和３年度

【短期研究２】

感染症がもたらすスティグマと心理的支援に関する研究
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研究Ⅰ COVID-19 メンタルヘルス対策に関するマニュアル・ガイドラインリストの作成Ⅱ 

Ⅰ はじめに 

 中国の武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症（以下 COVID-19）は、2020 年 3 月に

WHO が「パンデミック」を宣言してから、2年を迎えようとしている。この期間、感染予防

を軸とした新しい生活様式や行動制限の要請等の行動変容がメンタルヘルスに及ぼす影響

は、本邦だけでなく世界的な問題となっている１）。このように COVID-19 の流行は、健康被

害だけでなく深刻な心理社会的影響をもたらしている。特に感染者やその関係者に対する

差別・偏見の問題は、重要かつ喫緊の課題である。実際に感染者やその家族、クラスターが

発生した施設や関係者に対する差別的な行為についての報道が多く見受けられた２）３）。こ

のような差別や偏見は、当事者に負の烙印であるスティグマを生じさせ、差別や偏見の単純

加算を超えた脅威を生み出していく。さらにスティグマは、当事者の自責感や脱価値観を生

み出し、自身に負の烙印を押すセルフスティグマにつながっていく 4）。セルフスティグマが

発生すると、当事者は社会からの差別や偏見を恐れることで、受療行動を制限し、結果的に

は感染拡大にもつながってくる 5)。また、感染の危険があり質量ともにストレスが多い医療

従事者等にとってはバーンアウトの要因にもなりかねない 6)。スティグマ軽減の重要性に関

しては、COVID-19パンデミック期初期から注目されており、2020年2月に、ユニセフ、WHO

等が「COVID-19 に関する社会的スティグマの防止と対応のガイド」7)を作成している。

本研究では、昨年度作成したメンタルヘルス対策のガイドラインの収集を継続して行い、

スティグマ軽減に関するガイドラインを加えてリストを作成し、今後の COVID-19 に対する

心のケアのガイドライン作成に役立つ資料を集積することを目的とした。 

Ⅱ 研究方法 

2020 年度の研究報告に引き続き、COVID-19 に関する国内外の学術集会や病院、機構等社

会的に信頼性の高い組織が発信するガイドライン・マニュアルを検索した。さらに昨年度収

集したガイドラインの更新の有無を確認した。また、差別・偏見・スティグマ軽減に関する

ガイドラインの項目を追加した。リスト作成シートには、①タイトル ②URL学会・機関名

③発信日 ④要支援対象者 ⑤主な内容 の項目立てをし、内容を整理した。 

Ⅲ 結果 

 ホームページやリンク集等で紹介されている URL の中で重複しているものを整理し、合

計で 89 件（前回 30 件を含む）を選出した。対象読者別では、精神医療関係者用 10件、医

療従事者用 7件、医療保健・コミュニティーのリーダー用 2件、感染者及びその関係者用 2

件、医療従事者・心理・福祉領域の支援者用 4件、教育・保育関係者・子どもと保護者用 30

件、医療従事者～全ての人々用 19 件、差別・偏見・スティグマの防止と対応 15 件となっ

た。情報の発信日は、2020 年 3月から 2022 年 2月までであった。（表 1～表 8） 
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新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

り
患

し
た

際
の

臨
床

管
理

に
つ

い
て

以
下

の
項

目
で

説
明

１
）

BZ
 薬

お
よ

び
Z-

dr
ug

 服
用

中
の

患
者

の
管

理
に

つ
い

て
２

）
ク

ロ
ザ

ピ
ン

服
用

中
の

患
者

の
管

理
に

つ
い

て
３

）
デ

ジ
タ

ル
技

術
と

遠
隔

精
神

医
療

に
つ

い
て

４
）

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

時
の

終
末

期
ケ

ア
の

在
り

方
。

５
）

精
神

科
病

棟
で

の
CO

VI
D

-1
9 

の
リ

ス
ク

を
最

小
化

す
る

方
策

６
）

リ
チ

ウ
ム

治
療

に
つ

い
て

７
）

長
時

間
作

用
型

の
注

射
可

能
な

抗
精

神
病

薬
使

用
中

の
患

者
の

管
理

９
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

CO
VI

D
-1

9）
の

世
界

的
大

流
行

下
に

お
け

る
、

こ
こ

ろ
の

健
康

維
持

の
コ

ツ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

ec
re

ta
ria

t.n
e.

jp
/j

sm
d/

ga
kk

ai
/t

ei
ge

n/
da

ta
/2

02
0

-0
4-

07
-2

-c
ov

id
-1

9.
pd

f
国

際
双

極
性

障
害

学
会

・
光

療
法

・
生

物
リ

ズ
ム

学
会

未
掲

載
・

一
般

、
特

に
、

う
つ

病
や

双
極

性
障

害
の

よ
う

な
こ

こ
ろ

の
病

気
を

患
っ

て
い

る
方

国
際

双
極

性
障

害
学

会
と

光
療

法
・

生
物

リ
ズ

ム
学

会
共

同
発

表
の

日
本

語
版

。
心

穏
や

か
に

過
ご

す
た

め
に

役
立

つ
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
ひ

と
つ

と
し

て
の

体
内

時
計

の
役

割
を

説
明

。
体

内
時

計
が

正
確

に
働

く
た

め
の

日
常

生
活

を
規

則
的

に
送

る
た

め
の

自
己

管
理

術
を

記
載

。

10
精

神
科

医
療

現
場

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

事
例

集
第

１
版

ht
tp

:/
/w

w
w

.to
ho

ku
-ic

ne
t.a

c/
co

vi
d-

19
/m

hl
w

-
w

g/
di

vi
si

on
/p

sy
ch

ia
tr

ic
_m

ed
ic

al
_i

ns
tit

ut
io

n.
ht

m
l

日
本

精
神

神
経

学
会

20
21

.1
.7

・
精

神
医

療
現

場
関

係
者

指
針

で
は

な
く

事
例

集
と

い
う

形
で

の
情

報
の

提
供

1）
感

染
予

防
策

2）
医

療
圏

ご
と

の
体

制
の

確
保

3）
ク

ラ
ス

タ
ー

発
生

時
の

対
応

4）
心

理
的

サ
ポ

ー
ト

－ 4 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

１
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
時
の
こ
こ
ろ

の
ケ
ア

ht
tp

s:
//

in
te

ra
ge

nc
ys

ta
nd

in
gc

om
m

itt
ee

.o
rg

/s
ys

te
m

/fi
le

s/
20

20
- 03

/I
AS

C%
20

In
te

rim
%

20
Br

ie
fin

g%
20

N
ot

e%
20

on
%

20
CO

VI
D

-
19

%
20

O
ut

br
ea

k%
20

Re
ad

in
es

s%
20

an
d%

20
Re

sp
on

se
%

20
O

p
er

at
io

ns
%

20
-%

20
M

H
PS

S%
20

%
28

Ja
pa

ne
se

%
29

.p
df

機
関
間
常
設
委
員
会
In

te
r-

Ag
en

cy
 S

ta
nd

in
g 

Co
m

m
itt

ee
 [

IA
SC

]

未
掲
載

・
医
療
者
を
対
象
と
し

て
い
る
が
、
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
心
理
社
会
的
支
援
、
国
際
的
な

活
動
な
ど
を
記
載
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
ど
も
、
感
染
対
応
の
た
め
に
働
く
者
な
ど
の
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
解
説

２
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
他
の
新
興
感
染

症
の
発
生
時
に
お
け
る
患
者
の
心
の
健
康

の
ケ
ア

 
臨
床
医
向
け
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

_C
ar

in
g_

fo
r_

Pa
tie

nt
s_

M
en

ta
l_

W
el

lB
ei

ng
_D

ur
in

g_
Co

ro
na

vi
ru

s.
pd

f
米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.2
.5

・
臨
床
医

医
療
提
供
者
が
、
新
興
疾
患
に
関
す
る
不
確
実
性
を

認
識
し
、
患
者
理
解
と
患
者
の
精
神
的
健
康
を
促
進

す
る
た
め
の
内
容
を
以
下
の
項
目
で
記
載

１
）
情
報
入
手

２
）
患
者
教
育

３
）
誤
っ
た
情
報
の
修
正

４
）
情
報
量
の
制
限

５
）
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応

６
）
自
分
と
自
分
の
大
切
な
人
を
守
る

３
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に

お
け
る
隔
離
の
心
理
的
影
響

 
医
療
従
事

者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

_P
sy

ch
ol

og
ic

al
_E
ffe

ct
s_

of
_Q

ua
ra

nt
in

e_
Pr

ov
id

er
s.

pd
f

米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.3
.2

6
・
医
療
従
事
者

隔
離
の
心
理
的
影
響
と
医
療
提
供
者
が
隔
離
期
間
中

の
患
者
の
ケ
ア
と
自
身
の
心
の
健
康
に
に
つ
い
て
、

以
下
の
項
目
で
説
明

１
）
隔
離
中
と
隔
離
後
の
ス
ト
レ
ス
要
因
に
つ
い
て

２
）
隔
離
中
の
心
の
健
康
の
促
進
に
つ
い
て

４
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
他
の
感
染
症
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
中
に
お
け
る
医
療
従
事
者

の
健
康
維
持

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

-
_S

us
ta

in
in

g_
W

el
lB

ei
ng

_H
ea

lth
ca

re
_P

er
so

nn
el

_D
ur

in
g_

Co
ro

n
av

iru
s.

pd
f

米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.2
.5

・
医
療
従
事
者

・
医
療
管
理
者

医
療
従
事
者
に
お
い
て
、
自
身
と
周
囲
の
セ
ル
フ
ケ

ア
の
重
要
性
と
方
法
を
以
下
の
項
目
で
説
明
。

１
）
感
染
症
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
中
に
お
け
る
医
療
従

事
者
の
課
題

２
）
医
療
従
事
者
の
健
康
維
持
の
た
め
の
戦
略

５
CO

VI
D-

19
 パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
医
療

従
事

者
の

ス
ト
レ

ス
体

験
～
支

援
者
向

け
ガ

イ
ド

～

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

pn
.o

r.
jp

/u
pl

oa
ds

/u
pl

oa
ds

/fi
le

s/
ac

tiv
ity

/C
O

VI
D

-1
9_

gu
id

e.
pd

f
日
本
精
神
神
経
学
会

日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会

20
21

.7
.7

・
医
療
従
事
者

・
医
療
管
理
者

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門
家
が
医
療
従
事
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
際
の
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載

1）
生
命
へ
の
脅
威

2）
過
酷
な
労
働
環
境

3）
患
者
・
家
族
の
苦
悩
・
死
・
悲
嘆

4）
医
療
従
事
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見

６
医
療
現
場
で
働
い
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

終
わ
り
が
見
え
づ
ら
い
強
い
ス
ト
レ
ス
に

対
処
す
る
た
め
に

fil
e:

//
/C

:/
Us

er
s/

sh
im

a/
D

ow
nl

oa
ds

/S
tr

es
s%

20
m

an
ag

em
en

t%
20

fo
r%

20
he

al
th

%
20

ca
re

%
20

w
or

ke
rs

.p
df

鳥
取
大
学
医
学
部
竹
田
研
究
室

20
20

.5
15

・
医
療
従
事
者

・
医
療
管
理
者

非
常
時
に
で
き
る
心
理
学
的
対
処

７
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に

ht
tp

s:
//

w
w

w
.jr

c.
or

.jp
/s

ai
ga

i/n
ew

s/
20

03
30

_0
06

13
9.

ht
m

l
日
本
赤
十
字
社

20
20

.3
.3

0
・
医
療
従
事
者

医
療
従
事
者
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

身
近
な
人
同
士
で
互
い
に
助
け
合
い
、
組
織
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
を
策
定

1）
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

2）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

3）
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

等
を
掲
載

表
２

医
療
従
事
者
用

－ 5 －



表
３

医
療
保
健
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
用

タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

１
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
他
の
新
た
な
公

衆
衛
生
上
の
脅
威
直
面
時
の
リ
ー
ダ
ー
用

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

_L
ea

de
rs

_G
ui

de
_R

is
k_

Co
m

m
un

ic
at

io
n_

Co
ro

na
vi

ru
s.

p
df 米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.3
.2

6
・
医
療
保
健
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー

CO
VI

D
-1

9の
独
特
な
心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
対

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
管
理
能
力
を
強
化

す
る
た
め
の
効
果
的
で
継
続
的
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
示

２
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
他
の
新
興
感
染

症
発
生
に
対
す
る
準
備
と
対
応
の
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

_M
en

ta
l_

H
ea

lth
_B

eh
av

io
ra

l_
Gu

id
el

in
es

_P
re

pa
re

dn
es

s
_R

es
po

ns
e_

Co
ro

na
vi

ru
s.

pd
f

米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.2
.5

・
行
政
機
関

・
公
衆
衛
生
に
関
わ
る

機
関

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
発
生
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
対
す
る
効
果
的
な
準
備
と
対
応
の
手
順
を
、
「
準

備
」
「
早
期
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に
対
す
る
対
応
」

「
そ
の
後
の
対
応
と
回
復
」
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
介

入
計
画
」
の

4 
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
解
説

表
４

感
染
者
及
び
そ
の
関
係
者
用

タ
イ
ト
ル

発
信
元
・

UR
L

発
信
日

対
象

内
容

１
「
感
染
症
流
行
期
に
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保

つ
た
め
に
」
シ
リ
ー
ズ

ht
tp

:/
/w

w
w

.jr
c.

or
.jp

/a
ct

iv
ity

/s
ai

ga
i/n

ew
s/

20
03

27
_0

06
13

8.
ht

m
l

日
本
赤
十
字
社

20
20

.3
.2

7
・
感
染
者
と
そ
の
関
係

者
・
高
齢
者
・
基
礎
疾

患
の
あ
る
人
と
そ
の
家

族

感
染
者
と
そ
の
関
係
者
・
高
齢
者
・
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
と
そ
の
家
族
、
周
辺
の
人
々
に
対
す
る
対
処
法

や
「
心
の
健
康
」
を
支
え
る
ヒ
ン
ト
を
記
載

２
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
そ
の
他
の
新
興
感
染

症
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に
お
け
る
家
族
の

ケ
ア

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

st
so

nl
in

e.
or

g/
as

se
ts

/m
ed

ia
/d

oc
um

en
ts

/C
ST

S_
FS

_J
PN

_T
ak

in
g_

Ca
re

_o
f_

Yo
ur

_F
am

ily
.p

df
米
国
軍
保
健
衛
生
大
学
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.3
.2

6
・
一
般

・
感
染
者
の
家
族

CO
VI

D
-1

9や
そ
の
他
の
新
興
感
染
症
の
ア
ウ
ト
ブ

レ
イ
ク
時
に
お
け
る
家
族
を
守
る
方
法
を
以
下
の
項

目
で
説
明

１
）
最
新
情
報
の
入
手

２
）
子
供
の
感
染
症
に
関
す
る
情
報

３
）
良
い
基
本
的
な
衛
生
と
予
防
策

４
）
落
ち
着
き
を
保
つ
た
め
の
戦
略

５
）
家
族
の
健
康
管
理
に
子
供
を
参
加
さ
せ
る
方
法

－ 6 －



5
タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

１
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
CO

VI
D

-1
9）

流
行
下
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
指
針

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

pn
.o

r.
jp

/u
pl

oa
ds

/u
pl

oa
ds

/fi
le

s/
ac

tiv
ity

/C
O
VI

D
-1

9_
20

20
06

25
r.

pd
f

日
本
精
神
神
経
学
会

日
本
児
童
青
年
精
神
医
学
会

日
本
災
害
医
学
会

日
本
総
合
病
院
精
神
医
学
会
日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会

20
20

.6
.3

0 
・
罹
患
者

・
検
疫
対
象
者
と
そ
の

関
係
者

・
感
染
症
診
療
、
感
染

症
対
策
従
事
者

・
子
ど
も
と
、
そ
の
保

護
者

・
そ
の
他
ハ
イ
リ
ス
ク

者

精
神
医
療
に
従
事
す
る
者
及
び
，
保
健
医
療
，
教
育
，

福
祉
等
の
関
連
領
域
の
支
援
者
が
CO
VI

D
-1

9 
に

関
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
実
施
す
る
上
で
、

基
本
的
な
情
報
、
認
識
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
以

下
の
項
目
で
整
理
。

１
）
地
域
社
会
へ
の
支
援

２
）
罹
患
者
・
検
疫
対
象
者
と
関
係
者
へ
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
支
援

３
）
感
染
症
診
療
・
感
染
症
対
策
従
事
者
へ
の
支
援

４
）
子
ど
も
と
、
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援

５
）
そ
の
他
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
支
援

等

２
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報

に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

ts
s.

or
g/

pt
sd

/c
ov

id
-1

9/
日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ト
レ
ス
学
会

20
20

.4
.1

・
全
て
の
人
々

CO
VI

D
-1
9パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
期
に
お
け
る
様
々
な
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
問
題
に
対
す
る
理
解
と
対
応
に

関
す
る
情
報
を
以
下
の
項
目
で
発
信
。

１
）
CO

VI
D

-1
9パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
心
理

的
影
響
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
と
の
関

連
か
ら

２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報
リ
ス
ト

３
）
子
ど
も
に
関
す
る
情
報
リ
ス
ト

４
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
ス
テ
ィ
グ
マ

５
）
わ
が
国
に
暮
ら
す
子
ど
も
達
へ
の
影
響

６
）
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
々
へ

７
）
CO

VI
D

-1
9の

対
応
に
関
わ
る
医
療
関
係
者
の

ケ
ア
に
つ
い
て
(C
O

VI
D

-1
9)
診
療
ス
タ
ッ
フ
の

感
情
対
処
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

８
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
国
際 等

動
活

携
連

３
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
CO

VI
D

-1
9）

に
対
応
す
る
職
員
の
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド

ht
tp

:/
/w

w
w

.jr
c.

or
.jp

/a
ct

iv
ity

/s
ai

ga
i/n

ew
s/

pd
f/

%
E6

%
96

%
B0

%
E

5%
9E

%
8B

%
E3

%
82

%
B3

%
E3

%
83

%
AD

%
E3

%
83

%
8A

%
E3

%
82

%
A6

%
E3

%
82

%
A4

%
E3

%
83

%
AB

%
E3

%
82

%
B9

%
E6

%
84

%
9F

%
E6

%
9F

%
93

%
E7

%
97

%
87

%
EF

%
BC

%
88
CO

VI
D

-
19

%
EF

%
BC

%
89

%
E3

%
81

%
AB

%
E5

%
AF

%
BE

%
E5

%
BF

%
9C
%

E3
%

81
%

99
%

E3
%

82
%

8B
%

E8
%

81
%

B7
%

E5
%

93
%

A1
%

E3
%

81
%

A
E%

E3
%

81
%

9F
%

E3
%

82
%

81
%

E3
%

81
%

AE
%

E3
%

82
%

B5
%

E3
%

83
%

9D
%

E3
%

83
%
BC

%
E3

%
83

%
88

%
E3

%
82

%
AC

%
E3

%
82

%
A4

%
E3

%
83

%
89

.p
df

日
本
赤
十
字
社

20
20

.3
.2

5
・
CO

VI
D

-1
9流

行
下
で

活
動
す
る
職
員

CO
VI

D
-1

9流
行
下
で
活
動
す
る
職
員
が
受
け
る
心

理
・
社
会
的
影
響
を
軽
減
し
、
職
員
・
家
族
の
尊
厳

と
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ガ
イ
ド
。
サ

ポ
ー
ト
の
内
容
を
、
CO

VI
D

-1
9対

応
者
・
同
僚
・

家
族
・
知
人
・
上
司
・
施
設
管
理
者
の
立
場
で
解
説

４
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
CO

VI
D

-1
9 
)パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お

け
る
子
ど
も
と
家
族
の
心
理
臨
床
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

ht
tp

s:
//

sa
cp

.jp
/w

p-
co

nt
en

t/
up

lo
ad

s/
20

20
/0

7/
05

c2
cb

00
45

47
2b

16
5a

bd
66

c1
50

45
34

91
.p

df
認
定
N

PO
法
人

子
ど
も
の
心
理
療
法
支
援
会

20
20

.7
.7

・
子
ど
も
と
そ
の
家
族

子
ど
も
と
家
族
の
心
理
臨
床
に
携
わ
る
専
門
家
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
健
康
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、

あ
る
い
は
で
き
な
い
か
を
考
え
続
け
、
必
要
な
判
断

を
し
て
い
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
作
成

表
５

医
療
従
事
者
・
心
理
・
福
祉
領
域
の
支
援
者
用

－ 7 －



表
6
教
育
・
保
育
関
係
者

子
ど
も
と
保
護
者
用

タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

１
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
子
ど
も
の
ス
ト

レ
ス
に
つ
い
て

ht
tp

:/
/w

w
w

.n
cc

hd
.g

o.
jp

/n
ew

s/
20

20
/2

02
00

41
0.

ht
m

l
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

20
20

.４
.

・
子
ど
も

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
と
対
処
法

に
つ
い
て
以
下
の
項
目
で
解
説
。

１
）
親
子
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

２
）
子
ど
も
と
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア

３
）
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

４
）
子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
ケ
ア

等

２
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
ん
な
へ
大
切
な
お
ね

が
い

ht
tp

:/
/w

w
w

.jp
ed

s.
or

.jp
/m

od
ul

es
/g

en
er

al
/in

de
x.

ph
p?

co
nt

en
t

_i
d=

30
日
本
小
児
科
学
会

20
20
.４
.6

・
子
ど
も

自
宅
で
過
ご
す
こ
と
の
重
要
性
と
ス
ト
レ
ス
に
つ
い

て
、
虐
待
通
報
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
る
。

３
お
子
様
と
暮
ら
し
て
い
る
皆
様
へ

ht
tp

:/
/w

w
w

.jp
ed

s.
or

.jp
/u

pl
oa

ds
/fi

le
s/

20
20

04
06

_0
2.

pd
f

日
本
小
児
科
学
会

20
20
.４
.6

・
保
護
者

落
ち
着
い
て
安
定
し
た
気
持
ち
で
、
子
ど
も
と
一
緒

に
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
以
下
の
項

目
で
記
載
。

１
）
自
分
の
苛
立
ち
を
知
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

２
）
家
族
で
不
安
や
苛
立
ち
に
つ
い
て
話
し
合
う

３
）
子
ど
も
の
不
安
・
ス
ト
レ
ス
を
理
解
す
る

４
）
子
ど
も
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
や
時
間
を
作
る

５
）
子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
て
CO

VI
D

-1
9に

つ
い

て
説
明
す
る

６
）
子
ど
も
を
怒
る
よ
り
褒
め
る
こ
と
を
心
が
け
る

７
）
子
ど
も
の
自
己
決
定
権
の
確
保

８
）
子
ど
も
ら
し
い
活
動
が
で
き
る
工
夫

９
）
悩
み
や
疑
問
が
生
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
す
る

10
）
発
達
の
偏
り
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
の
子

ど
も
に
関
し
て
は
主
治
医
に
相
談

４
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
わ
る
子
ど
も
向
け

資
料

ht
tp

:/
/t

om
ok

ob
a.

m
t-

10
0.

co
m

/?
p=

65
静
岡
大
学
教
育
学

小
林
朋
子
研
究
室

公
開
資
料

20
20

.3
・
子
ど
も

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
わ
る
子
ど
も
向
け
資
料

1）
レ
ジ
り
ん
通
信

2）
臨
時
休
校
中
の
保
健
便
り
素
材

3）
健
康
戦
士
コ
ロ
タ
イ
ジ
ャ
ー
H

P

５
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
わ
る
教
師
向
け
資

料
担
任
向
け
休
校
中
の
子
ど
も
支
援

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

ht
tp

:/
/t

om
ok

ob
a.

m
t-

10
0.

co
m

/w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
14

/0
5/

%
E6

%
8B

%
85

%
E4

%
BB

%
BB

%
E5

%
90

%
91

%
E3

%
81

%
91

%
E4

%
BC

%
91

%
E6

%
A0

%
A1

%
E4

%
B8

%
AD

%
E3

%
81

%
AE

%
E5

%
AD

%
90

%
E3

%
81

%
A9

%
E3

%
82

%
8

2%
E6

%
94

%
AF

%
E6

%
8F

%
B4

%
E3

%
83

%
81

%
E3

%
82

%
A7

%
E

3%
83

%
83

%
E3

%
82

%
AF

%
E3

%
82

%
B7

%
E3

%
83

%
BC

%
E3

%
8

3%
88

-1
.p

df
静
岡
大
学
教
育
学

小
林
朋
子
研
究
室

公
開
資
料

20
20
.５
.1

・
子
ど
も

地
域
や
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
子
ど
も
や
保
護
者

と
の
関
係
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

必
要
に
応
じ
た
支
援
の
た
め
の
２
ス
テ
ッ
プ
を
記
載

６
学
校
再
開
時
の
子
ど
も
支
援
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

ht
tp

:/
/t

om
ok

ob
a.

m
t-

10
0.

co
m

/w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
14

/0
5/

%
E5

%
AD

%
A6

%
E6

%
A0

%
A1

%
E5

%
86

%
8D

%
E9

%
96

%
8B

%
E6

%
99

%
82

%
E3

%
81

%
AE

%
E5

%
AD

%
90

%
E3

%
81

%
A9

%
E3

%
82

%
82

%
E6

%
94

%
AF

%
E6

%
8F

%
B4

%
E3

%
83

%
81

%
E3

%
82

%
A7

%
E3

%
83

%
83

%
E3

%
82

%
AF

%
E3

%
82

%
B7

%
E3

%
83

%
BC

%
E3

%
83

%
88

%
E3

%
83

%
BC

05
19

.p
df

静
岡
大
学
教
育
学

小
林
朋
子
研
究
室

公
開
資
料

20
20

.5
.1

8
・
子
ど
も

学
校
再
開
時
の
学
校
が
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
記
載

－ 8 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

７
児
童
生
徒
や
教
職
員
に
感
染
者
が
出
た
場

合
の
学
校
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

ht
tp

:/
/t

om
ok

ob
a.

m
t-

10
0.

co
m

/w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
14

/0
5/

94
31

75
e5

68
88

9d
27

b8
d2

84
e9

2e
d

1a
86

5.
pd

f静
岡
大
学
教
育
学

小
林
朋
子
研
究
室

公
開
資
料

20
20

.8
.6

・
教
育
関
係
者

学
校
現
場
で
感
染
者
が
出
た
場
合
の
対
策
に
つ
い
て

1）
児
童
・
生
徒
の
反
応
の
予
測

2）
事
前
準
備

3）
実
際
の
対
応

に
つ
い
て
記
載

8
保
護
者
用

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
児
童
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

jc
p.

in
fo

/h
ea

rt
31

1/
w

p-
co

nt
en

t/
up

lo
ad

s/
20

20
/0

3/
h_

3_
pa

ge
.p

df
北
海
道
臨
床
心
理
士
会

20
20

.3
.3

・
子
ど
も
と
保
護
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
期
に
お
け
る
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
解
説

9
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
CO

VI
D

-1
9）

に
つ
い
て
子
ど
も
に
話
す

ht
tp

:/
/w

w
w

.g
ak

ko
us

hi
nr

is
hi

.jp
/s

yo
ru

i/fi
le

s/
co

ro
na

_1
.p

df
日
本
学
校
心
理
士
会

20
20

.2
.2

9
・
子
ど
も
と
保
護
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
子
ど

も
に
説
明
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

N
AS

P
（
ア
メ
リ
カ
学
校
心
理
士
会
）
・

NA
SN
（
ア
メ
リ

カ
学
校
看
護
師
会
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、

NA
SP

 
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
を
、
日
本
学
校
心
理
士
会
・

日
本
学
校
心
理
学
会
で
日
本
の
実
状
に
合
わ
せ
て
、

翻
訳
・
翻
案

10
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て
の
子
ど

も
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

jc
p.

in
fo

/h
ea

rt
31

1/
w

p-
co

nt
en

t/
up

lo
ad

s/
20

20
/0

3/
h_

4.
pd

f
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
教
育
審
議
会
教
育
相
談
室

教
育
相
談
員
バ
ー
ン
ズ
静
子
森
真
佐
子

20
20

.3
・
子
ど
も
と
保
護
者

一
般
的
な
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
反
応
の
説
明
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
い
て
、
家

庭
で
で
き
る
こ
と
を
記
載

11
教
職
員
用

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
、
再
登
校
、
分
散
登
校
時
の
対

応
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

jc
p.

in
fo

/h
ea

rt
31

1/
w

p-
co

nt
en

t/
up

lo
ad

s/
20

20
/0

3/
k_

2_
pa

ge
.p

df
北
海
道
臨
床
心
理
士
会

20
20

.3
・
教
育
関
係
者
（
子
ど

も
用
）

・
教
育
関
係
者
（
子
ど

も
用
）

・
教
育
関
係
者
（
子
ど

も
用
）

再
登
校
、
分
散
登
校
時
の
対
応
に
つ
い
て
対
応
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明

12
CO
VI
D
-1
9心

の
サ
ポ
ー
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ

イ
ル
ス
心
と
か
ら
だ
の
サ
ポ
ー
ト
授
業
案

＆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
小
学

1年
 

3年
）

ht
tp

:/
/t

ra
um

at
ic

st
re

ss
.c

oc
ol

og
-

ni
fty

.c
om

/v
er

02
/2

02
0/

03
/p

os
t-

25
2a

a9
.h

tm
l

Co
vi

d-
19
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

A（
代
表

 
秋
冨
慎
司
・
冨
永
良
喜

20
20
.３
.2

7
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
心
と
か
ら
だ
の
サ
ポ
ー
ト
授
業
案

小
学

1年
用
、
小
学

2年
・

3年
用
を
作
成

13
CO
VI
D
-1
9心

の
サ
ポ
ー
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ

イ
ル
ス
心
と
か
ら
だ
の
サ
ポ
ー
ト
授
業
案

＆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
小
学

3年
 
高
校

生
）

ht
tp

:/
/t

ra
um

at
ic

st
re

ss
.c

oc
ol

og
-

ni
fty

.c
om

/v
er

02
/2

02
0/

03
/p

os
t-

56
c2

d5
.h

tm
l

Co
vi

d-
19
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

A（
代
表

 
秋
冨
慎
司
・
冨
永
良
喜

20
20

.3
.2

2
授
業
の
構
成

1）
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
つ
い
て

2）
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

3）
藤
田
医
科
大
学
感
染
症
科
監
修
「
コ
ロ
ナ
っ
て

な
に
」
を
学
ぶ

4）
以
下
の
項
目
に
つ
い
て

1週
間
の
チ
ェ
ッ
ク

手
洗
い
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
朝
食
、
勉
強
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
法
、
相
談
・
眠
り
の
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
、
落
ち
着
く
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

5）
ふ
り
か
え
り

14
保
育
園
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
手
引
き

fil
e:

//
/C
:/

Us
er

s/
sh

im
a/

D
ow

nl
oa

ds
/2

00
3_

co
vi

d1
9_

1.
pd

f
日
本
小
児
感
染
症
学
会

20
20

.3
.2

5
・
教
育
保
育
関
係
者

保
育
園
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
対
応
に

つ
い
て
以
下
の
説
明
を
記
載

1）
事
前
準
備

2）
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
の
発
生
時
に
つ
い
て

3）
保
育
園
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

4）
保
育
園
で
の
環
境
整
備

等

－ 9 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

15
感
染
症
対
策
下
に
お
け
る
子
ど
も
の
安

心
・
安
全
を
高
め
る
た
め
に

ht
tp

:/
/w

w
w

.js
cc

p.
jp

/u
se

rfi
le

s/
ne

w
s/

ge
ne

ra
l/fi
le

/2
02

00
30

21
7

43
21

_1
58

31
38

60
13

35
72

0.
pd

f
日
本
臨
床
心
理
士
会

20
20

.3
.2

・
子
ど
も
と
関
わ
る
全

て
の
人
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
に
お
け
る

こ
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
と
子
ど
も
が
安
心
し
て
、
安
全

な
環
境
作
り
に
つ
い
て
説
明

16
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
心
を
満
た
す
行
動
に
変

え
る
た
め
の
資
料

fil
e:

//
/C

:/
Us

er
s/

sh
im

a/
D

ow
nl
oa
ds

/B
eh

av
in

g%
20

w
ith

%
20

va
l

ue
s%

20
(1

).
pd

f
鳥
取
大
学
医
学
部
竹
田
研
究
室

20
20

.5
.1

5
・
子
ど
も
と
関
わ
る
全

て
の
人
に

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
等
の
感
染
防
止
行
動
を
、
ス
ト
レ
ス

で
は
な
く
心
を
満
た
す
行
動
に
変
え
る
た
め
の
工
夫

に
つ
い
て
紹
介

17
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

学
童
保
育
所
の
生
活

 
心
の
健
康
と
ケ
ア

 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.8

-s
ha

ky
o.

or
.jp

/a
dm

in
/w

p-
co

nt
en

t/
up
lo

ad
s/

20
20

/0
6/

sh
in

ga
ta

ko
ro

na
ui

ru
su

ka
ns

en
sh

ou
t

og
ak

ud
ou

ho
ik

uj
on

os
ei

ka
tu

so
uh

u.
pd

f
八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
学
童
保
育
課
監
修

20
20

.8
.3

0
・
学
童
保
育
関
係
者
と

子
ど
も

学
童
保
育
所
職
員
の
方
向
け
に
、
CO

VI
D

-1
9対

応
に
お
け
る
子
ど
も
と
大
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説

18
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

保
育
園
の
生
活
（
幼
児
用
）

 
心
の
健
康
と
ケ
ア

 

ht
tp

s:
//

sh
in

se
i-k

ai
.o

rg
/w

p0
1/

w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
20

/0
8/

%
E2

%
98

%
86

%
E5

%
B9

%
BC

%
E5

%
85

%
90

%
E7

%
94

%
A8

%
E3

%
83

%
91

%
E3

%
83

%
B3

%
E3

%
83

%
95

%
E3

%
83

%
AC

%
E3

%
83

%
83

%
E3

%
83

%
88

-2
.p

df
白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所

20
20

.8
.4

・
保
育
園
関
係
者
・
幼

児
よ
り
良
い
保
育
を
目
指
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子

ど
も
た
ち
の
心
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

掲
載

19
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

保
育
園
の
生
活
（
乳
児
用
）

 
心
の
健
康
と
ケ
ア

 

ht
tp

s:
//

sh
in

se
i-k

ai
.o

rg
/w

p0
1/

w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
20

/0
7/

%
E4

%
B9

%
B3

%
E5

%
85

%
90

%
E7

%
94

%
A8

-
%

E3
%

83
%

91
%

E3
%

83
%

B3
%

E3
%

83
%

95
%

E3
%

83
%

AC
%

E3
%

83
%

83
%

E3
%

83
%

88
.p

df
白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所

20
20

.7
.7

・
保
育
園
関
係
者
・
乳

児
上
記

乳
児
用

20
CO
VI

D
-1

9地
域
の
子
育
て
支
援
に
生
か

す
親
と
子
の
心
の
ケ
ア

ht
tp

s:
//

sh
in

se
i-k

ai
.o

rg
/w

p0
1/

w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
20

/0
6/

CO
VI

D
-

19
%

E5
%

9C
%

B0
%

E5
%

9F
%

9F
%

E3
%

81
%

AE
%

E5
%

AD
%

90
%

E8
%

82
%

B2
%

E3
%

81
%

A6
%

E6
%

94
%

AF
%

E6
%

8F
%

B4
%

E3
%

81
%

AB
%

E7
%

94
%

9F
%

E3
%

81
%

8B
%

E3
%

81
%

99
%

E8
%

A6
%

AA
%

E3
%

81
%

A8
%

E5
%

AD
%

90
%

E3
%

81
%

AE
%

E5
%

BF
%

83
%

E3
%

81
%

AE
%

E3
%

82
%

B1
%

E3
%

82
%

A2
-4

.p
df

白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所

20
20

.6
.1

0
・
子
育
て
支
援
関
係
者

・
子
育
て
中
の
家
族

地
域
の
子
育
て

(親
子
）
ひ
ろ
ば
で
出
会
う
親
子
の
心

の
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載

21
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
際
し
て

家
族
の
ど
う
対
処
す
る
か

親
や
介
護
者

の
た
め
の
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

ct
sn

.o
rg

/r
es

ou
rc

es
/p

ar
en

t-
ca

re
gi

ve
r-

gu
id

e-
to

-
he
lp
in

g-
fa

m
ili

es
-c

op
e-

w
ith

-t
he

-c
or

on
av

iru
s-

di
se

as
e-

20
19

Th
e 

N
at

io
na
l C

hi
ld

 T
ra

um
at

ic
 S

tr
es

s 
N

et
w

or
k,

 2
02

0

20
2０

.１
20

21
.１
更

新

・
保
護
者

・
介
護
者

22
お
子
さ
ん
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

話
し
ま
し
ょ
う

ht
tp

s:
//

ps
yc

h.
or

.jp
/s

pe
ci

al
/c

ov
id

19
/t

al
ki

ng
+

to
+

ch
ild

re
n/

日
本
心
理
学
会

20
20

.6
.8

・
保
護
者

・
子
ど
も

子
ど
も
達
が
直
接
保
護
者
か
ら
確
認
し
安
心
す
る
た

め
に
、
子
ど
も
と
話
す
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
載

英
国
心
理
学
会
公
式
W

eb
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
を
英
国
心
理
学
会
の
許
諾
を
も
と
日
本
語
に
翻
訳

23
妊
婦
の
み
な
さ
ま
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ま
へ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/s

tf/
ne

w
pa

ge
_1

10
87

.h
tm
l

厚
生
労
働
省

20
20

.4
.2

4
・
妊
婦

・
乳
幼
児
の
い
る
家
庭

妊
婦
や
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
す
る
た
め
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
等
の
専
門
家

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

感
染
症
の
発
生
が
家
族
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
か
、
家
族
が
対
処
す
る
の
を
助
け

る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を

記
載

－ 10 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

24
保
育
現
場
の
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

ht
tp

s:
//

w
w

w
.h

oi
ku

-k
an

go
.jp

/w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
21

/0
6/

%
E7

%
AC

%
AC

3%
E7

%
89

%
88

%
E4

%
BF

%
9D

%
E8

%
82

%
B2

%
E7

%
8F

%
BE

%
E5

%
A0

%
B4

%
E3

%
81

%
AE

%
E3

%
81

%
9F

%
E3

%
82

%
81

%
E3

%
81

%
AE

%
E6

%
96

%
B0

%
E5

%
9E

%
8B

%
E3

%
82

%
B3

%
E3

%
83

%
AD

%
E3

%
83

%
8A

%
E3

%
82

%
A6

%
E3

%
82

%
A4

%
E3

%
83

%
AB

%
E3

%
82

%
B9

%
E6

%
84

%
9F

%
E6

%
9F

%
93

%
E7

%
97

%
87

%
E5

%
AF

%
BE

%
E5

%
BF

%
9C

%
E3

%
82

%
AC

%
E3

%
82

%
A4

%
E3

%
83

%
89

%
E3

%
83

%
96

%
E3

%
83

%
83

%
E3

%
82

%
AF

.p
df

一
般
社
団
法
人
全
国
保
育
園
保
健
師

看
護
師
連
絡
会
学
術
委
員
会

20
21

.3
第

3版
・
保
育
現
場
関
係
者

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
保
育
現
場
の
職
員
の
負
担

が
軽
減
で
き
る
よ
う
、
安
心
で
安
全
な
環
境
を
整
え

る
た
め
に
現
場
で
で
き
る
以
下
の
感
染
症
対
策
を
記

載
。

1）
職
員
・
園
児
の
健
康
観
察

2）
人
と
人
の
距
離
を
保
つ
対
策

3）
保
育
所
で
の
各
生
活
・
活
動
で
の
留
意
点

4）
環
境
衛
生

5）
体
調
不
良
児
の
対
応

6）
子
ど
も
へ
の
ケ
ア
と
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

支
援

等

25
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
持
続
的
な
学
校
運
営
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/c
on

te
nt

/2
02

10
21

9-
m

xt
_s

yo
to

01
-

00
00

07
77

5.
pd

f
文
部
科
学
省

20
21

.2
.1

9
更
新

・
学
校
関
係
者

持
続
的
に
児
童
生
徒
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保

障
し
て
い
く
た
め
，
学
校
に
お
け
る
感
染
お
よ
び
そ

の
拡
大
の
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減
し
た
上
で
，

学
校
運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
指
針

26
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」

 

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/c
on

te
nt

/2
02

11
21

0-
m

xt
_k

ou
ho

u0
1-

00
00

04
52

0_
2.

pd
f

文
部
科
学
省

20
21

.
12

.1
0更

新
・
学
校
関
係
者

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
「
持
続
的
な
学
校
運
営

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

学
校
の
衛
生
管
理
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
事
項
に

つ
い
て
学
校
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
作
成

27
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染

症
対
策
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

幼
小
中
高
・
特
別
支
援
学
校
に
関
す
る
情

報
リ
ン
ク
集

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/a
_m

en
u/

co
ro

na
vi

ru
s/

m
ex

t_
00

01
5.

ht
m

l
文
部
科
学
省

20
22

.2
.1

0
・
学
校
関
係
者

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
等
の

最
新
情
報
が
随
時
多
く
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

28
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に

関
わ
る
指
導
資
料

リ
ン
ク
集

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

ex
t.g

o.
jp

/a
_m

en
u/

ke
nk

o/
ho

ke
n/

08
06

05
06

_0
00

01
.h

tm
文
部
科
学
省

不
明

・
学
校
関
係
者

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
」
「
改
訂

「
生
き
る
力
」
を
育
む
中
学
校
保
健
教
育
の
手
引

（
追
補
版
）
「
感
染
症
の
予
防

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

 
」
等
の

PD
Fが
記
載

29
「
い
の
ち
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関

す
る
授
業
実
践
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

na
ga

ok
a.

ed
.jp

/2
02

0/
05

/1
4/

%
ef

%
bc

%
95

%
ef

%
bc

%
8f

14
%

e3
%

80
%

90
%

e4
%

b8
%

ad
%

e5
%

ad
%

a6
%

e6
%

a0
%

a1
%

e
f%

bc
%

91
%

e5
%

b9
%

b4
%

e7
%

94
%

9f
%

e3
%

80
%

91
%

e3
%

80
%

8c
%

e3
%

81
%

84
%

e3
%

81
%

ae
%

e3
%

81
%

a1
%

e3
%

80
%

8d
%

e6
%

96
%

b0
%

e5
%

9e
%

8b
%

e3
%

82
%

b3
%

e3
%

83
%

ad
%

e3
%

83
%

8a
%

e3
%

82
%

a6
%

e3
%

82
%

a4
/

新
潟
大
学
付
属
長
岡
中
学
校

20
20

.5
.1

4
・
学
校
関
係
者

・
生
徒

20
20
年
４
月
に
「
い
の
ち
」
の
授
業
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
学
習
を
実
施
し
た
際
の
学
習
内

容
の
系
統
、
１
年
生
の
授
業
案
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

添
付

30
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
あ
な
た
で
す
、

CO
VI

D
-1

9の
子
供
の
た
め
の
ス
ト
ー

リ
ー
ブ
ッ
ク

ht
tp

s:
//

in
te

ra
ge

nc
ys

ta
nd

in
gc

om
m

itt
ee

.o
rg

/ia
sc

-r
ef

er
en

ce
-

gr
ou

p-
m

en
ta

l-h
ea

lth
-a

nd
-p

sy
ch

os
oc

ia
l-s

up
po

rt
-e

m
er

ge
nc

y-
se

tt
in

gs
/m

y-
he

ro
-y

ou
-s

to
ry

bo
ok

-c
hi

ld
re

n-
co

vi
d-

19
IS

AC

20
20

.3
.3

0
・
保
護
者

・
介
護
者

・
教
師

・
子
供

緊
急
事
態
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
心
理
社
会

的
支
援
を
目
的
に
作
成

－ 11 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

１
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３
つ
の
顔
を
知

ろ
う

 
 
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る

た
め
に

 

ht
tp

:/
/w

w
w

.jr
c.

or
.jp

/a
ct

iv
ity

/s
ai

ga
i/n

ew
s/

pd
f/

21
18

41
ae

f1
0e

c4
c3

61
4a

0f
65

9d
2f

1e
20

37
c5

26
8c

.p
df

日
本
赤
十
字
社

20
20

.3
.2

6
・
一
般

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
下
に
あ
る
子
ど
も
の

ス
ト
レ
ス
を
解
説
し
、
数
種
類
の
対
処
法
を
具
体
的

に
記
載
し
て
い
る
。
「
病
気
」
「
不
安
・
恐
れ
」

「
嫌
悪
・
差
別
・
偏
見
」
の
３
つ
の
感
染
症
の

“負
の

ス
パ
イ
ラ
ル

”を
理
解
し
、
断
ち
切
る
た
め
の
ガ
イ
ド

イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る

２
CO

VI
D

-1
9流

行
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
へ
の

対
処

ht
tp

s:
//

ex
tr

an
et

.w
ho

.in
t/

ko
be

_c
en

tr
e/

si
te

s/
de

fa
ul

t/
fil

es
/p

df
/

Co
pi

ng
-w

ith
-s

tr
es

s-
pr

in
t-

JP
N%

20
ve

r.
pd

f
W

H
O

20
20

.5
.2

8
・
一
般

ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
内

容
と
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
て
、
以
下
の
項
目
で
説
明

１
）
信
頼
し
て
い
る
人
と
話
す
こ
と

２
）
健
康
的
な
生
活
習
慣

３
）
た
ば
こ
や
お
酒
、
薬
物
に
頼
ら
な
い

４
）
信
頼
で
き
る
情
報
を
収
集

５
）
必
要
以
上
の
情
報
量
の
制
限

６
）
過
去
に
に
逆
境
に
会
っ
た
時
の
ス
キ
ル
を
活
用

３
CO

VI
D

-1
9ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
中
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
注
意
点

ht
tp

s:
//

co
vi

d1
9-

jp
n.

co
m

/m
en

ta
lh

ea
lth

-w
ho

/
W

H
O

20
20

.3
.2

4
20

21
.３
．

18
更
新

・
一
般

・
医
療
従
事
者

・
医
療
施
設
の
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
や
管
理
者

・
子
ど
も
の
保
護
者

・
高
齢
者
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
人
や
介
護
者

・
孤
立
し
て
い
る
人

CO
VI

D
-1

9ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
時
の
精
神
的
お
よ
び

心
理
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
援
す
る
た
め
に
、

W
H
O
精
神
保
健
部
門
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
考
慮
事
項
を
記
載

４
CO

VI
D

-1
9ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
中
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
心
理
社
会
的
影
響
に
関
す

る
検
討
事
項
暫
定
ガ
イ
ダ
ン
ス

ht
tp

s:
//

ex
tr

an
et

.w
ho

.in
t/

ko
be

_c
en

tr
e/

si
te

s/
de

fa
ul

t/
fil

es
/p

df
/

20
20

03
18

_J
A_

M
en

ta
l_

H
ea

lth
.p

df
W

H
O

20
20

.３
.1

8
・
一
般

・
医
療
従
事
者

・
医
療
施
設
の
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
や
管
理
者

・
子
ど
も
の
保
護
者

・
高
齢
者
の
介
護
者

・
隔
離
下
の
方

CO
VI

D
-1

9 
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
時
の
精
神
的
お
よ
び

心
理
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
支
援
す
る
た
め
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
考
慮
事
項
を
記
載
。
左

記
の
各
対
象
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る

５
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
CO

VI
D

-1
9）

に
関
す
る
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
に
つ
い
て

ht
tp

s:
//

pl
az

a.
um

in
.a

c.
jp

/~
dp

20
12

/c
ov

id
19

.h
tm

l
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
臨
床
医
学
域
災
害
・
地
域
精
神
医
学
講
座

20
20

.3
.6

・
一
般
の
方

・
メ
デ
ィ
ア
の
方
お
よ

び
支
援
者
の
方

災
害
時
の
精
神
医
療
に
携
わ
る
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
、

CO
VI

D
-1

9こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
す
る
以
下
の
項
目

を
説
明

１
）
感
染
流
行
時
に
生
じ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

２
）
心
と
体
の
健
康
を
保
つ
生
活
の
送
り
方

３
）
正
し
い
情
報
収
集
に
つ
い
て

４
）
パ
ニ
ッ
ク
、
差
別
、
い
じ
め
、
風
評
被
害

５
）
支
援
者
へ
の
ケ
ア

６
も
し
も
「
距
離
を
保
つ
」
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
な
ら

 
あ
な
た
自
身
の
安
全
の
た
め

に

ht
tp

s:
//

ps
yc

h.
or

.jp
/s

pe
ci

al
/c

ov
id

19
/K

ee
pi

ng
_Y

ou
r_

D
is

ta
nc

e_
to

_S
ta

y_
Sa

fe
_j

p/
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
（

Am
er

ic
an

 P
sy

ch
ol

og
ic

al
 A

ss
oc

ia
tio

n:
 A

PA
）

20
20

.4
.2

・
一
般

心
理
学
の
立
場
か
ら
「
他
者
と
距
離
を
取
る
」
必
要

が
生
じ
た
時
に
役
立
つ
考
え
方
を
以
下
の
項
目
で
提

案
。

１
）
ど
う
対
処
す
る
か

２
）
そ
の
後
に
起
き
る
こ
と

３
）
ツ
ー
ル
と
情
報
源

４
）
日
本
語
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

５
）
協
力
者

表
７

医
療
従
事
者

 
全
て
の
人
々
用
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タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

７
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
行
動
の
必
要
性

ht
tp

s:
//

w
w

w
.u

n.
or

g/
si

te
s/

un
2.

un
.o

rg
/fi
le

s/
un

_p
ol
ic

y_
br

ie
f-

co
vi

d_
an

d_
m

en
ta
l_

he
al

th
_fi

na
l.p

df
UN

20
20

.5
.1

3
・
労
働
者

・
罹
患
者
、
検
疫
対
象

者 ・
感
染
症
診
療
・
感
染

症
対
策
従
事
者

・
子
ど
も
と
、
そ
の
保

護
そ
の
他
の
ハ
イ
リ
ス

ク
者
へ
の
支
援
者
へ
の

支
援

1）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け
る
CO

VI
D

-1
9の

影
響 2）

関
連
す
る
集
団

3）
推
奨
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

等
が
記
さ
れ
て
い
る

８
CO
VI

D
-1

9 
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
お
け
る

出
勤
再
開
時
の
ス
ト
レ
ス
管
理
管
理
職
向

け
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.js

pn
.o

r.
jp

/u
pl

oa
ds

/u
pl

oa
ds

/fi
le

s/
ac

tiv
ity

/J
ap

an
e

se
_C

ST
S_

FS
_M

an
ag

in
g_

th
e_

St
re

ss
_o

f_
Re

tu
rn

in
g_

to
_W

or
k_

af
te

r_
CO

VI
D

-6
-1

0-
20

21
.p

df
日
本
精
神
神
経
学
会

日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ス
学
会

20
21

.7
.7

・
労
働
者
全
般

出
勤
再
開
に
あ
た
っ
て
、
職
員
が
職
場
に
戻
る
際
に

役
立
つ
以
下
の
課
題
に
対
し
て
、
管
理
職
向
け
の
簡

単
な
方
法
を
解
説

1）
日
常
業
務
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
設
定

2）
新
た
な
目
標
・
役
割
の
定
義

3）
労
働
安
全
の
確
保

4）
業
務
方
針
・
手
順
に
関
す
る
職
員
の
不
安
や
疑

問
へ
の
対
応

9
バ
イ
タ
ル
ト
ー
ク
日
本
版

Vi
ta
lT

al
k

Ja
pa
n（

動
画
）

ht
tp

s:
//

w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/c

ha
nn

el
/U
Cr

D
O

ak
dq

6p
ko

H
-

jH
H

hJ
m

TD
Q

バ
イ
タ
ル
ト
ー
ク
日
本
版

Vi
ta
lT

al
k 

Ja
pa

n

20
20

.6
.1

5
・
全
て
の
人
々

動
画
の
内
容

1）
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
治
療

に
つ
い
て
、
予
め
話
し
合
っ
て
お
く

2）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け
る
ケ
ア

の
ゴ
ー
ル
の
話
し
合
い

3）
人
口
呼
吸
器
離
脱
に
あ
た
っ
て
の
会
話

4）
電
話
越
し
に
最
後
の
別
れ
を
述
べ
る

10
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
の
業
種
・
業
態
別
マ

ニ
ュ
ア
ル

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

an
ei

.o
r.

jp
/?

m
od

e=
vi

ew
&c

id
=

44
4

日
本
産
業
衛
生
学
会

20
21

.4
.2

3
・
労
働
者
全
般

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
以
下
の
６
つ
の
業
種
・
業
態
別
に

PD
Fで
作
成

1）
オ
フ
ィ
ス
業
務

2）
製
造
業

3）
建
設
業

4）
接
客
業
務
（
対
面
サ
ー
ビ
ス
）

5）
運
輸
業
（
旅
客
輸
送
）

6）
運
送
・
配
送
サ
ー
ビ
ス
業

11
職
域
の
た
め
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

an
ei

.o
r.

jp
/im

ag
es

/c
on

te
nt

s/
41
6/
CO

VI
D

-
19

gu
id

e2
10

51
2k

ou
ka

i0
52

8r
ev

is
ed

.p
df

日
本
産
業
衛
生
学
会

20
21

.5
.1

2
更
新

・
労
働
者
全
般

職
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
感
染
防
止

対
策
ガ
イ
ド

1）
産
業
保
健
職
の
役
割

2）
職
域
に
お
け
る
対
策

3）
海
外
出
張
者
・
駐
在
員
へ
の
対
策

4）
事
業
者
の
法
的
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

等
が
記
さ
れ
て
い
る

12
社
会
的
距
離
を
保
つ
よ
う
，
感
じ
よ
く
お

願
い
す
る
方
法

ht
tp

s:
//

ps
yc

h.
or

.jp
/s

pe
ci

al
/c

ov
id

19
/L

et
s_

St
ay

_S
af

e/
日
本
心
理
学
会

20
20

.4
.8

・
全
て
の
人
々

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
と
直
接
的
な
依
頼
を

組
み
合
わ
せ
，
依
頼
内
容
を
最
大
限
に
明
確
化
し
、

相
手
に
与
え
る
不
快
感
を
最
小
化
す
る
と
方
法
を
提

案

表
７

医
療
従
事
者

 
全
て
の
人
々
用
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タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

13
新
た
に
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
を
す

る
人
へ
，
心
理
学
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

ht
tp

s:
//

ps
yc

h.
or

.jp
/s

pe
ci

al
/c

ov
id

19
/t

el
e_

w
or

k
日
本
心
理
学
会

20
20

.3
.2

0
・
全
て
の
人
々

企
業
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
の
蔓
延
を
遅
ら
せ

よ
う
と
職
場
を
閉
鎖
す
る
こ
の
時
期
，
テ
レ
ワ
ー
ク

等
上
司
と
部
下
の
双
方
が
よ
り
効
果
的
に
仕
事
で
き

る
よ
う
，
産
業
・
組
織
心
理
学
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
記
載
。
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
公
式

W
eb
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
，
ア
メ
リ
カ
心
理
学
会
の
許

諾
を
得
て
日
本
語
に
翻
訳

14
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
上
手
に

付
き
合
い
、
健
康
に
暮
ら
す
た
め
に

CO
VI

D
-1

9セ
ル
フ
ケ
ア
ガ
イ
ド

ht
tp

s:
//

w
w

w
.u

-h
yo

go
.a

c.
jp

/c
ar

ek
en

/c
ov

id
19

/
兵
庫
県
立
大
学
看
護
学
部

20
20

.9
・
全
て
の
人
々

・
ホ
テ
ル
療
養
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
宿
泊
施
設
で
療
養

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
策
が
記
載

15
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト

ht
tp

s:
//

w
w

w
.jo

ha
s.

go
.jp

/P
or

ta
ls

/0
/d

at
a0

/s
an

po
/p

df
/s

hi
ng

at
ak

or
on

a_
do

w
nl

or
d_

10
14

.p
df

独
立
行
政
法
事
労
働
者
健
康
安
全
機
構

20
20

.9
・
労
働
者

・
管
理
者

産
業
医
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
選
任
義
務
が
な
い

事
業
所
活
用
で
き
る
感
染
症
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル

16
い
ま
こ
こ
ケ
ア

-お
う
ち
で
誰
で
も
で
き

る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

ht
tp

s:
//

im
ac

oc
oc

ar
e.

ne
t/

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
精
神
保
健
学
分
野

未
掲
載

・
全
て
の
人
々

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
自

宅
で
過
ご
す
方
に
向
け
た
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
や
心

の
健
康
を
保
つ
た
め
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
サ
イ
ト

17
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
塗
り
た
て
の
ペ

ン
キ
に
例
え
て
み
る

ht
tp

s:
//

w
w

w
3.

nh
k.

or
.jp

/n
ew

s/
sp

ec
ia

l/m
ira

is
w

itc
h/

ar
tic

le
/a

rt
i

cl
e4

2/
N

H
K未

来
ス
イ
ッ
チ

未
掲
載

・
全
て
の
人
々

ウ
ィ
ル
ス
を
ペ
ン
キ
に
例
え
て
、
子
ど
も
に
説
明
す

る
と
き
に
も
利
用
で
き
る
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
記

載
さ
れ
て
い
る

18
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
用

 
VI

TA
LT

AL
K 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ド
バ
イ
ス

ht
tp

s:
//

w
w

w
.v

ita
lta

lk
.o

rg
/w

p-
co

nt
en

t/
up

lo
ad

s/
Vi

ta
lT

al
k_

CO
VI

D
_J

ap
an

es
e.

pd
f

Vi
ta

lT
al

k日
本
版
グ
ル
ー
プ

20
20

.4
.1

5
更
新

・
全
て
の
人
々

Vi
ta

lT
al

k（
バ
イ
タ
ル
ト
ー
ク
）
と
い
う
米
国
発
の

・
全
て
の
人
々

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
創
始

者
の
一
人
で
あ
る

D
r.

 A
nt

ho
ny

 B
ac

k（
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
）
と
そ
の
他
Vi

ta
lT

al
k
の
人
々
と
協
力
し

て
作
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 ア
ド
バ
イ
ス

19
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談

対
応
参
考
情
報
・
事
例
集

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/c

on
te

nt
/1

22
00

00
0/

00
07

69
90

0.
pd

f
厚
生
労
働
省

20
21

.4
一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
調
査
、
都
道
府
県
・
指
定

都
市
本
庁
・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
対
象
と
し

た
調
査
の
結
果
の
概
要
を
紹
介
。
ま
た
、
精
神
等

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
の
相
談
対
応
時
の
ア
ド
バ

イ
ス
集
を
掲
載

－ 14 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

1
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
差

別
・

偏
見

・
い

じ
め

を
生

み
だ

さ
な

い
た

め
に

大
人

が
で

き
る

こ
と

ht
tp

s:
//

sh
in

se
i-k

ai
.o

rg
/w

p0
1/

w
p-

co
nt

en
t/

up
lo

ad
s/

20
21

/1
0/

co
vi

d1
9g

ak
ud

oo
to

na
m

uk
ep

an
hu

.p
df 八

王
子

市
社

会
福

祉
協

議
会

学
童

保
育

課
監

修

不
明

・
一

般
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
(c

ov
id

-1
9)

な
ど

に
関

連
し

た
風

評
被

害
や

、
差

別
、

い
じ

め
な

ど
を

防
ぐ

た
め

に
、

大
人

の
私

た
ち

が
共

有
し

た
い

態
度

や
ふ

る
ま

い
方

を
記

載

2
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

連
し

て
－

差
別

や
偏

見
を

な
く

し
ま

し
ょ

う
－

」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

oj
.g

o.
jp

/J
IN

KE
N

/j
in

ke
n0

2_
00

02
2.

ht
m

l
法

務
省

20
22

.2
.1

8
・

一
般

新
型

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

を
受

け
て

い
な

い
人

へ
の

差
別

や
偏

見
に

関
す

る
啓

発
コ

ン
テ

ン
ツ

（
動

画
・

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

・
事

例
）

等
を

掲
載

3
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
差

別
・

偏
見

の
防

止
に

向
け

て
ht

tp
s:

//
w

w
w

.m
ex

t.g
o.

jp
/a

_m
en

u/
co

ro
na

vi
ru

s/
m

ex
t_

00
12

2.
ht

m
l

文
部

科
学

省

20
20

.8
.2

5
・

一
般

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
“差

別
・

偏
見

を
な

く
そ

う
”

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
発

足
と

啓
発

動
画

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

掲
載

4
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

偏
見

や
差

別
を

な
く

し
ま

し
ょ

う
」

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.f

uk
uo

ka
.lg

.jp
/c

on
te

nt
s/

ta
da

si
ku

re
is

ei
ni

.h
t

m
l

福
岡

県

20
21

.2
.0

8
・

一
般

コ
ロ

ナ
差

別
・

ワ
ク

チ
ン

差
別

を
な

く
す

た
め

の
資

料
や

啓
発

動
画

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
が

掲
載

５
ST

O
P 

コ
ロ

ナ
差

別
―

差
別

を
な

く
し

正
し

い
理

解
を

ht
tp

:/
/w

w
w

.ji
nk

en
.o

r.
jp

/a
rc

hi
ve

s/
21

49
1

公
益

財
団

法
人

人
権

教
育

啓
発

推
進

セ
ン

タ
ー

未
記

載
・

一
般

コ
ロ

ナ
に

よ
っ

て
人

間
性

を
奪

わ
れ

る
こ

と
の

な
い

社
会

づ
く

り
と

不
当

な
差

別
や

排
除

の
防

止
を

目
的

に
、

「
ST

O
P 

コ
ロ

ナ
差

別
―

 差
別

を
な

く
し

正
し

い
理

解
を

―
 キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

を
展

開
。

動
画

な
ど

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
掲

載

6
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
ち

ょ
び

っ
と

１
９

＋
に

お
い

て
実

施
す

る
シ

ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

ht
tp

s:
//

ci
tr

us
-r

ib
bo

n.
co

m
/

シ
ト

ラ
ス

リ
ボ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
未

記
載

・
一

般
コ

ロ
ナ

禍
で

生
ま

れ
た

差
別

、
偏

見
を

耳
に

し
た

愛
媛

の
有

志
が

つ
く

っ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
愛

媛
特

産
の

柑
橘

に
ち

な
み

、
シ

ト
ラ

ス
色

の
リ

ボ
ン

や
専

用
ロ

ゴ
を

身
に

つ
け

て
、

「
た

だ
い

ま
」

「
お

か
え

り
」

の
気

持
ち

を
表

す
活

動
を

広
め

て
い

る
。

リ
ボ

ン
や

ロ
ゴ

で
表

現
す

る
３

つ
の

輪
は

、
地

域
と

家
庭

と
職

場
（

も
し

く
は

学
校

）
を

表
し

て
い

る
。

7
CO

VI
D

-1
9に

関
す

る
社

会
的

ス
テ

ィ
グ

マ
の

防
止

と
対

応
の

ガ
イ

ド
ht

tp
s:

//
w

w
w

.u
ni

ce
f.o

r.
jp

/n
ew

s/
20

20
/0

09
6.

ht
m

l
ユ

ニ
セ

フ
20

20
.4

・
一

般

8
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

(C
O

VI
D

-1
9)

に
関

わ
る

偏
見

や
差

別
に

立
ち

向
か

う
ht

tp
s:

//
ps

yc
h.

or
.jp

/s
pe

ci
al

/c
ov

id
19

/c
om

ba
tin

g_
bi

as
_a

nd
_s

ti
gm

a/
日

本
心

理
学

会

20
20

.3
25

・
一

般
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

と
と

も
に

広
が

る
偏

見
，

差
別

を
止

め
る

方
法

を
掲

示
。

ア
メ

リ
カ

心
理

学
会

公
式

W
eb

サ
イ

ト
に

掲
載

さ
れ

た
記

事
"C

om
ba

tin
g 

bi
as

 a
nd

 s
tig

m
a 

re
la

te
d 

to
 C

O
VI

D
-1

9"
 を

，
ア

メ
リ

カ
心

理
学

会
の

許
諾

を
得

て
日

本
語

に
翻

訳

９
正

し
く

怖
が

る
た

め
の

リ
ン

ク
集

ht
tp

s:
//

fij
.in

fo
/c

or
on

av
iru

s-
fe

at
ur

e/
lin

ks
FI

J（
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
・

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
）

は
、

日
本

で
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
の

普
及

活
動

を
行

う
非

営
利

団
体

20
20

.8
27

・
一

般
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
情

報
も

含
め

、
手

軽
に

フ
ァ

ク
ト

チ
ェ

ッ
ク

を
知

る
た

め
に

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

入
門

動
画

、
コ

ミ
ッ

ク
を

掲
載

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

特
設

サ
イ

ト
も

開
設

さ
れ

て
い

る
。

表
８

差
別
・
偏
見

・
ス
テ
ィ
グ
マ
の
防
止
と
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

政
府

、
メ

デ
ィ

ア
、

地
域

の
組

織
な

ど
に

活
用

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

ユ
ニ

セ
フ

、
世

界
保

健
機

関
（

W
H

O
）

、
お

よ
び

国
際

赤
十

字
・

赤
新

月
社

連
盟

（
IF

RC
）

に
よ

っ
て

作
成

－ 15 －



タ
イ
ト
ル

発
信
元
・
U

R
L

発
信
日

対
象

内
容

10
医
療
従
事
者
と
そ
の
家
族
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
ス
テ
ィ
グ
マ
を
軽
減
さ
せ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

fr
o.

w
ho

.in
t/

si
te

s/
de

fa
ul

t/
fil

es
/C

ov
id

-
19

/T
ec

hi
ni

ca
l%

20
do

cu
m

en
ts

/G
ui

da
nc

e%
20

to
%

20
re

du
ce

%
2

0C
O

VI
D

-
19

%
20

st
ig

m
a%

20
on

%
20

H
ea

lth
%

20
w

or
ke

rs
%

20
an

d%
20

fa
m

ili
es

.p
df

W
H

O

記
載
な
し

・
医
療
従
事
者
と
そ
の

家
族

医
療
従
事
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

ス
テ
ィ
グ
マ
が
発
生
す
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
、
対
策
方
法
等
が
記
載

11
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
ス
テ
ィ
グ
マ

ht
tp

s:
//

pu
bl

ic
he

al
th

.jh
u.

ed
u/

20
21

/c
ov

id
-1

9-
an

d-
st

ig
m

a
th

e 
N

at
io

na
l J

oh
ns

 H
op

ki
ns

 U
ni

ve
rs

ity
 

20
21

.1
.1

3
・
医
療
従
事
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
な
ぜ
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
発

生
さ
せ
る
の
か
、
ス
テ
ィ
グ
マ
が
そ
の
よ
う
に
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
悪
化
さ
せ
る
の
か
等
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
ス
テ
ィ
グ
マ
軽
減
の
重
要
性
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て
記
載

12
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ス
テ
ィ
グ
マ
軽

減
ht

tp
s:

//
do

h.
w

a.
go

v/
co

m
m

un
ity

-a
nd

-e
nv

iro
nm

en
t/

he
al

th
-

eq
ui

ty
/s

tig
m

a/
co

vi
d-

19
-s

tig
m

a-
re

du
ct

io
n

W
as

hi
ng

to
n 

St
at

e 
D

ep
ar

tm
en

t  
of

 h
ea

lth

未
掲
載

・
一
般

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ス
テ
ィ
グ
マ
軽
減
の
た
め
に

以
下
の
ポ
イ
ン
ト
が
掲
載

1）
個
人
と
し
て
で
き
る
こ
と

2）
差
別
を
報
告
す
r方
法

3）
事
実
を
広
め
る
方
法

4）
co

vi
d-

19
の
ヒ
ー
ロ
を
紹
介

5）
専
門
職
と
し
て
で
き
る
こ
と

13
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
お
け
る
ス
テ
ィ

グ
マ
と
差
別
へ
の
対
処

 
H

IV
と
エ
イ
ズ

へ
の
対
応
の
重
要
な
学
び
か
ら

ht
tp

s:
//

w
w

w
.il

o.
or

g/
w

cm
sp

5/
gr

ou
ps

/p
ub

lic
/-

--
dg

re
po

rt
s/

--
-

ge
nd

er
/d

oc
um

en
ts

/p
ub

lic
at

io
n/

w
cm

s_
74

91
82

.p
d

IL
O

20
20

.5
・
一
般

ス
テ
ィ
グ
マ
と
差
別
は
様
々
な
状
況
や
集
団
で
差
異

も
あ
る
が
、
共
通
す
る
側
面
も
あ
り
、

co
vi

d-
19
の

ス
テ
ィ
グ
マ
に
対
し
て
も
H
IV
と
エ
イ
ズ
か
ら
学
ぶ

知
見
を
提
示

14
CO

VI
D

-1
9の

関
連
す
る
偏
見
や
ス
テ
ィ

グ
マ
と
の
闘
い

ht
tp

s:
//

w
w

w
.a

pa
.o

rg
/t

op
ic

s/
co

vi
d-

19
/b

ia
s

Am
er

ic
an

Ps
yc

ho
lo

gi
ca

l  
as

so
ci

at
io

n
20

20
.3

.2
5

・
一
般

ス
テ
ィ
グ
マ
軽
減
、
特
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
と
も

に
広
が
る
外
国
人
排
斥
を
防
止
す
る
以
下
の
方
法
が

記
載

1）
個
人
と
し
て
で
き
る
こ
と

2）
事
実
を
広
め
る

3）
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
関
与
さ
せ

る 4）
体
験
者
の
声
を
聴
く

5）
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
資
料
を
掲
示
し
、
啓

発
す
る

6）
多
様
な
人
々
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
受
け
入
れ
る

15
CO

VI
D

-1
9に

関
す
る
社
会
的
ス
テ
ィ
グ

マ
ht

tp
s:

//
ex

tr
an

et
.w

ho
.in

t/
ko

be
_c

en
tr

e/
si

te
s/

de
fa

ul
t/
fil

es
/2

02
00

22
4_

JA
_S

tig
m

a_
IF

RC
_U

N
IC

EF
_W

H
O

_r
ev

is
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・
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対
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す
る
政
府
、
報
道
機
関
、

地
域
の
組
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CO
VI

D
-1

9に
関
す
る
社
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的
ス
テ
ィ
グ
マ
の
防
止

と
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
内
容
を
記
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１
）
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会
的
ス
テ
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マ
に
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て

２
）
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会
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マ
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の
対
処
と
回
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に
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３
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葉
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・
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ュ
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ト
と
メ
ッ
セ
ー
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Ⅳ 考察 

 本稿では、前年度に引き続き現在発信している COVID-19のメンタルヘルスに関するマニ

ュアルやガイドラインを抽出し、リストを作成した。対象読者別では、前年度 3件のみであ

った教育・保育関係者・子どもと保護者用を対象としたガイドラインが 30件となり、最も

多い件数となった。今回追加した 27件の中には、2020年 3月から発信されているものもあ

った。当時は発信しているものの、ほとんどリンクされることがなく、オリジナルのサイト

でしか確認することができなかったのではないかと思われる。現在は、検索作業の中で、複

数のサイトでリンクが張られているものを多く見出すことができた。そのような点では、本

当に必要な対象者が直接情報を取得できやすい環境になったと思われる。内容に関しては、

細分化され、「オミクロン株対応」等の変異株に対応した資料や「再登校・分散登校時の対

応」等学校関係者のニーズに合わせたガイドラインが作成されるようになっている。この特

徴は他領域でも同様であり、労働者等を対象としたガイドラインでは、業種・業態別やテレ

ワーク時の対応等のガイドラインが作成されていた。医療関係のガイドラインも同じく、

各種学会は「COVID-19 パンデミック下での治療基本指針」等細かい疾患別の専門的なガイ

ドラインが多く作成 8)していたが、今回は選別の対象としなかった。本年度新たに、追加し

たスティグマに関するガイドラインは、国内外共に 2020年 3月頃から発信され、最近では

2022年2月に作成された資料もある。差別・偏見・スティグマへの課題は、国内外ともに

現在もなお重要な課題と思われる。 

今年度作成したリストは、2022年3月までに確認できたガイドラインに限定しているが、

対象者がより細分化され、現場に対応した優れたガイドラインやマニュアルが現在も作成

されている。また、今回掲載したガイドラインでは、更新または、新たに改訂版を出してい

るものも複数あった。改訂版には、現場で活用する対象者のニーズに応えた内容で改定され

ており、今後も状況に合わせ、継続的に更新または改定されていくと考えられる。 
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研究Ⅱ   新興感染症パンデミック時のこころのあり方に関する文献レビュー 

新型インフルエンザパンデミック期における心理、情報提供のあり方とスティグマ 

Ⅰ はじめに 

 2009 年 3月下旬、米国・メキシコ等において、A（H1N1）以後(新型インフルエンザ)の

豚からヒトへの感染例及び、ヒトからヒトへの感染例が確認された。その後同年 5月に近畿

県内で感染者が複数確認されると、感染者が所属する学校に誹謗中傷が殺到したり、罹患し

た高校生がいじめられたりするなどの差別的な行動がみられた 9。新型インフルエンザ等の

新興感染症は、①新しい、不明な点が多い疾患 ②私たちは、しばしば未知のものを恐れる。

③恐怖を「他者」と関連づけるのは容易、の 3点からスティグマを引き起こしやすいと指摘

されている 7)。現在なおパンデミック期である COVID-19 の関しても同様であり、感染者及

びその家族、医療従事者とその家族までに差別被害が及んでおり 10)11).感染者とその関係者

に係るスティグマを防止することが重要な課題である。新型インフルエンザと COVID-19で

は異なる疾患であり、発生時期や拡大期間、経過も違いがあるが、同じ新興感染症として共

通するところも多くある。新型インフルエンザパンデミック期における人々の心理やリス

クコミュニケーションのあり方を文献検討することは、COVID-19 及び新たな感染症に対応

する資料を得ることができる。 

 以上のことより、本研究は 2009年にパンデミックを起こした新型インフルエンザを対象

に、パンデミック期の人々の心理や情報提供のあり方やリスクコミュニケーションに焦点

をあて、先行研究をレビューし、COVID-19 のスティグマィグマ軽減に役立つ知見を集積す

ることを目的とした。 

Ⅱ 研究方法 

本研究は，妥当性のある研究論文を選択するため，システマティックレビューおよびメタ

アナリシスのガイドラインである PRISMA 声明の原則に準拠し、実施した 12）。 

1．文献検索過程 

学術情報データベースである CiNii、J-STAGE、医中誌 WEB、IRDB を用いてデータとなる

既存文献を検索した。検索の用語においては、「新型インフルエンザ」「差別」「偏見」「心の

ケア」「心理」「スティグマ」の組み合わせを使用して、検索を行った。 

２．選考基準と除外基準 

検索された文献は、以下の選択基準に基づき、タイトルと抄録のみで選別した。その後、

フルペーパーが入手可能である文献を精読し、適格性を判断した。 

１）選考基準 

・国内で実施された研究論文（英語論文含む） 

・対象疾患が「新型インフルエンザ」であること 

・差別や偏見、心理や心のケアの内容が具体的に記載されているものであること 
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２）除外基準  

・非公開研究     

・心のケアや心理に関係のない文献 

・文献レビュー 

3．文献の選択 

第 1 段階では、データベースから抽出した文献 221 本と，文献参照リストとその他の情

報源から追加した 6本を加え，227本を特定した。第 2 段階では、全てのタイトル・抄録を

閲覧し、本研究のリサーチクエスチョンに合致しない文献、重複文献 196本を除外し、31本

を選択した。さらに、対象疾患が新型インフルエンザではない文献、「差別・偏見」「心のケ

ア」や「心理」に関する内容が記されていない文献 8本を除外した。第 3 段階では，適格

性を有する候補文献 23本を精読、除外基準に相当する文献 12本を除外し、最終的に 11本

を採択する文献として決定した。（図１） 

４．倫理的配慮 

本研究は文献研究のため該当しない。 

５. 分析方法 

レビューシートを作成し、①著者名・掲載年 ②キーワード ③対象 ④研究デザイン・

研究方法 ⑤研究目的 ⑥研究期間 ⑦考察／結果 の項目立てをして、内容を整理した。

（表１） 
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図１ 対象文献選定のフローチャート

特
定

適
格
性

採
用

タイトル・抄録閲覧
（227本）

データベースから
抽出された文献数
（221本)

スクリーニングした文献
（31本)

リサーチクエス
チョンに合致しな
い文献・重複文献
を除外（196本)

・対象疾患が新型インフ
ルエンザ以外の文献

・「差別・偏見」「心の
ケア」や「心理」に関す
る内容が記述されていな
い文献

その他の情報源か
ら追加した文献数
（6本)

適格性を評価した全文献
（23本)

除外した文献
（8本)

適格性を満たした全文献数
（11本)

除外した文献
（12本)

・総評、文献レビュー、
報告書等の文献
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図１ 対象文献選定のフローチャート
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電
話

相
談

の
内

容
分

析
調

査
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

期
に

お
け

る
子

育
て

中
の

保
護
者

の
相

談
内

容
を

分
析

す
る

こ
と

に
よ

り
，
流

行
の

経
過

と
と

も
に

変
化

す
る

支
援

の
ニ
ー

ズ
を

明
ら

か
に

す
る

。
今

後
の

新
た

な
感
染

症
の

流
行

に
際

し
て

の
危

機
管

理
に

必
要
と

さ
れ

る
，

よ
り

適
切

な
情

報
の

発
信

機
能
と

，
そ

れ
を

基
盤

と
し

た
電

話
相

談
の

課
題
を

明
ら

か
に

す
る

。

2
0
0
9
年

4
月
～

2
0
1
0

年
3
月

2
0
0
9
年

5
月

以
降

、
相

談
件

数
が

増
加

し
た

の
は

、
メ

デ
ィ

ア
や

風
説

に
よ

り
未

知
の

病
気

で
あ

る
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
関

す
る

情
報

が
氾

濫
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
考

察
。

厚
生

労
働

省
や

国
立

感
染

症
情

報
セ

ン
タ

ー
が

発
表

す
る

情
報

を
収

集
し

、
正

確
で

わ
か

り
や

す
い

表
現

と
な

る
よ

う
に

工
夫

し
て

速
や

か
に

発
信

す
る

こ
と

が
電

話
相

談
の

指
名

の
１

つ
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

。

大
見

広
規

,
舟

根
妃

都
美

,
結

城
佳

子
,

播
本

雅
津

子
寺

山
和

幸
2
0
1
0
年

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
，

意
識

調
査

，
市

民
，

学
生

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

調
査

不
安

住
民

台
帳

か
ら

無
作

為
に

選
ん
だ
3
0
0
0
 名

の
名
寄

市
民

と
，

講
演

会
に

参
加

し
た
大
学
生
5
4
 名

質
問

紙
調

査
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
に

関
す

る
地

域
に

お
け

る
公

衆
衛

生
行

政
等
の

危
機

管
理

対
策

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
た
め

に
、

市
民

や
学

生
の

意
識

を
調

査
す

る

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

と
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

時
期

の
2
0
0
8
 年

6
 月

に
実

施

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
調

査
結

果
と

比
較

す
る

と
，

市
民

は
一

般
的

な
感

染
症

予
防

対
策

を
明

確
に

行
っ

て
お

り
，

ま
た

警
戒

感
も

強
か

っ
た

．
一

方
，

学
生

は
き

わ
め

て
無

防
備

で
あ

る
上

，
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
対

す
る

警
戒

感
も

薄
か

っ
た

．
い

ず
れ

も
国

・
自

治
体

の
行

動
計

画
の

認
知

度
は

低
い

と
い

う
結

果
に

な
っ

た
。

及
川

晴
及

川
昌

典
2
0
1
0
年

o
p
ti
m

is
ti
c 

bi
a
s,

 e
m

o
ti
o
n
, 

sw
in

e 
fl
u
.

楽
観

性
バ

イ
ア

ス
感

情
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

不
安

都
内
大
学
生
1
1
2
名
。

こ
の

内
，

全
て

の
調

査
に
回
答
し
た
7
9
 名

（
女
性
4
0
 名

，
男
性
3
9
 

名
，

平
均

年
齢
1
9
.3
0
 歳

，
S
D
＝

1
.2
2
）
を
分
析
対
象

と
し

た
。

質
問

紙
調

査
4
期

に
お

行
け

る
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
関

す
る

知
識

量
と

不
安
感

情
・

予
防

行
動

・
楽

観
性

バ
イ

ア
ス

に
つ
い

て
検

討
す

る
。

第
一

調
査

2
0
0
9
 年

4
 月

2
9
 日

第
二

調
査

5
 月

2
9
 日

第
三

調
査

6
 月

2
4
 日

第
四

調
査

7
 月

2
9
 日

感
染

リ
ス

ク
と

必
要

な
対

処
に

関
す

る
情

報
は

、
初

期
か

ら
継

続
的

に
報

道
さ

れ
て

い
た

。
感

染
リ

ス
ク

に
関

す
る

情
報

が
浸

透
し

て
も

、
不

安
感

情
は

低
下

し
て

い
っ

た
。

明
ら

か
な

リ
ス

ク
が

事
前

に
知

ら
さ

れ
て

い
て

も
、

関
連

す
る

情
報

が
繰

り
返

し
提

示
さ

れ
る

と
感

情
の

飽
和

や
楽

観
的

な
割

引
が

生
じ

、
予

防
行

動
が

差
し

控
え

ら
れ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

碓
井

真
史

2
0
0
9
年

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
リ

ス
ク

関
連

行
動

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

・
イ

メ
ー

ジ
（

楽
観

主
義

）
不

安
の

用
語

新
潟

県
内

の
短

期
大

学
生

1
年
女
子
1
6
3
名
。
解

答
に

不
備

の
あ

っ
た

1
1
名

を
除

き
、
1
5
2
名
を
分
析
対

象

質
問

紙
楽

観
主

義
尺

度
「

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

」
と
い

っ
た

一
般

に
と

っ
て

は
新

語
と

な
る

用
語
に

対
す

る
不

安
感

、
な

ら
び

に
プ

ロ
ト

タ
イ
プ

へ
の

イ
メ

ー
ジ

が
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
感

染
予

防
行

動
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え
る

か
を

検
討

す
る

。
リ

ス
ク

認
知

と
リ

ス
ク
を

回
避

す
る

た
め

の
感

染
予

防
行

動
に

及
ぼ
す

個
人

の
特

性
面

を
調

べ
る

た
め

に
楽

観
傾
向

と
悲

観
傾

向
を

測
定

す
る

2
0
0
9
年
5
月
1
8
日

用
語
に
対
す
る
不
安
に
つ
い

て
は

、
「

パ
ン

ミ
ッ

ク
」

と
い

う
言

葉
は

、
「

世
界

的
流

行
」

「
感

染
爆

発
」

よ
り

も
不

安
を

引
き

起
こ

さ
な

か
っ

た
。

感
染

拡
大

期
に

、
全

く
感

染
予

防
行

動
を

と
っ

て
い

な
い

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

に
対

し
て

否
定

的
な

メ
ー

ジ
を

持
つ

人
ほ

ど
、

感
染

予
防

行
動

を
取

ろ
う

と
す

る
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
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表
１

各
研
究
の
概
要

著
者

年
キ
ー
ワ
ー
ド

対
象

研
究
方
法

使
用
尺
度

度
年

究
研

的
目

究
研

期
間

結
果
/考

察

勝
田

吉
彰

2
0
0
8
年

記
載

な
し

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
社

会
不

安
報

道
ス

テ
ィ

グ
マ

全
国

紙
（

朝
日

・
産

経
・

毎
日

・
読

売
，

，
地

元
紙

（
神

戸
・

山
陽

，
通

信
社

（
共

同
通

信
）

記
者

に
対

し
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
。

総
数

1
4
3
に

対
し

有
効

回
答

数
1
3
5

質
問

紙
調

査
記

者
の

意
識

調
査

を
行

い
，

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
対

し
ど

の
よ

う
な

働
き

か
け

や
提

言
を

行
う

べ
き

か
検

討
す

る
。

不
明

「
感

染
者

発
生

」
に

は
高

い
関

心
が

示
さ

れ
た

が
，

社
会

不
安

を
拡

大
す

る
「

噂
の

流
布

」
に

対
す

る
関

心
は

低
く

，
流

行
時

に
は

社
会

に
流

布
す

る
噂

の
拾

い
上

げ
と

訂
正

報
道

を
強

く
要

請
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

．

畷
素

代
佐

久
間

春
夫

2
0
0
9
年

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
高

校
生

部
活

動

心
理

不
安

大
阪

府
内

の
1
高

校
身

近
な

高
校

生
が

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

感
染

し
、

完
全

学
校

閉
鎖

を
経

験
し

た
高

校
生

1
～

3
年

生
6
3
8

名
（

男
子

2
0
7

女
子

4
3
1
）

1
0
代

の
易

感
染

性
に

対
す

る
意

識
、

感
染

原
因

の
認

知
、

学
校

閉
鎖

に
対

す
る

意
識

に
つ

い
て

の
自

記
式

質
問

紙
調

査

1
0
代

の
易

感
染

性
に

対
す

る
意

識
、

感
染

原
因

へ
の

認
知

、
学

校
閉

鎖
に

対
す

る
意

識
に

つ
い

て
の

実
態

調
査

を
行

い
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
感

染
拡

大
が

高
校

生
の

心
理

面
に

与
え

た
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
0
0
9
年

5
月

の
学

校
閉

鎖
直

後
易

感
染

性
に

対
す

る
意

識
で

は
、

「
自

分
も

き
を

つ
け

よ
う

と
思

っ
た

」
と

回
答

し
た

者
が

8
割

と
多

か
っ

た
が

、
3
年

生
男

子
で

は
他

の
学

年
・

性
別

に
比

べ
て

「
自

分
が

感
染

し
な

い
だ

ろ
う

と
思

っ
た

」
と

回
答

し
た

者
が

多
か

っ
た

。
学

校
閉

鎖
に

関
し

て
他

の
学

年
・

性
別

に
比

べ
て

、
3
年

男
子

で
は

「
部

活
が

し
た

い
」

と
回

答
し

た
も

の
が

多
か

っ
た

。
部

活
動

を
行

っ
て

い
た

3
年

生
は

他
の

学
年

と
比

べ
て

、
心

理
的

影
響

を
受

け
て

い
た

可
能

性
が

示
唆

さ
れ

た
。

川
添

文
子

高
宮

靜
男

磯
部

昌
憲

今
井

必
生

松
石

邦
隆

2
0
1
0
年

大
規

模
感

染
症

p
a
n
de

m
ic

 
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ス
ト

レ
ス

所
属

病
院

職
員

1
2
3
5
 名

に
無

記
名

の
自

己
記

入
式

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
用

紙
を

配
布

し
，

6
6
0
 名

の
回

答
を

得
た

（
回

収
率

5
3
 ％

）
．

そ
の

う
ち

調
査

結
果

公
表

に
同

意
を

得
ら

れ
，

同
答

に
不

備
が

な
か

っ
た

5
6
9
 名

を
対

象
と

し
た

．

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

応
に

伴
う

ス
ト

レ
ス

要
因

や
症

状
に

関
す

る
項

目
と

IE
S

（
Im

p
a
ct

o
f 

E
v
en

t 
S
ca

le
)を

使
用

し
た

質
問

紙
調

査

fl
u
対

応
の

厳
戒

態
勢

が
緩

和
さ

れ
た

後
に

，
fi
u
に

伴
う

職
員

の
ス

ト
レ

ス
を

調
査

し
、

大
規

模
感

染
症

対
応

が
医

療
従

事
者

に
与

え
る

心
理

的
影

響
と

，
今

後
取

り
組

む
べ

き
課

題
に

つ
い

て
検

討
。

2
0
0
9
年

7
月

1
5
日

～
2
4
日

医
師

群
は

，
fl
u
 病

棟
の

勤
務

が
よ

り
心

に
衝

撃
を

与
え

，
発

熱
外

来
の

勤
務

に
よ

っ
て

，
fl
u
 対

応
の

ス
ト

レ
ス

が
感

じ
ら

れ
や

す
い

と
考

え
ら

れ
た

ま
た

看
護

職
群

で
は

，
fl
u
病

棟
，

発
熱

外
来

，
い

ず
れ

の
勤

務
も

心
に

衝
撃

と
ス

ト
レ

ス
を

与
え

や
す

い
と

示
唆

さ
れ

た
．

IE
S
 の

臨
床

評
価

で
は

，
い

ず
れ

の
得

点
も

9
 点

未
満

で
，

臨
床

的
に

問
題

な
い

範
囲

で
は

あ
っ

た
。

し
か

し
弱

毒
性

で
あ

っ
て

も
，

直
接

患
者

に
接

す
る

機
会

の
多

い
医

療
従

事
者

に
，

よ
り

心
に

衝
撃

や
ス

ト
レ

ス
を

与
え

や
す

い
と

考
察

。

三
島

和
子

2
0
1
0
年

p
a
n
de

m
ic

 f
lu

, 
H
1
N
1
 f

lu
, 

H
5
N
1

ri
sk

 c
o
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
 

ri
sk

 c
o
g
n
it
io

n
不

安
ス

ト
レ

ス

サ
ー

ベ
イ

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

の
登

録
モ

ニ
タ

ー
（

全
国

か
ら

抽
出

）
有

効
回

答
者

数
1
0
1
6
名

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

使
用

尺
度

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

リ
ス

ク
認

知
尺

度 ①
「

恐
ろ

し
さ

」
尺

度 ②
「

未
知

性
」

尺
度

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

関
す

る
人

々
の

リ
ス

ク
認

知
の

実
情

と
よ

り
効

果
的

な
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
に

つ
い

て
実

証
的

検
証

を
行

う
。

2
0
0
8
年

1
1
月

7
日

～
2
1
日

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

の
認

知
度

は
,世

代
が

上
が

る
ほ

ど
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
認

知
度

が
高

く
な

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
理

解
度

に
つ

い
て

は
、

お
お

む
ね

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

脅
威

に
つ

い
て

理
解

を
示

す
一

方
で

「
若

い
人

ほ
ど

重
症

化
し

や
す

い
」

と
い

う
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

特
有

の
傾

向
に

つ
い

て
の

理
解

度
は

非
常

に
低

か
っ

た
。

若
い

世
代

の
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
対

す
る

リ
ス

ク
認

知
が

高
く

，
高

齢
者

世
代

で
低

か
っ

た
が

事
前

対
策

へ
の
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Ⅲ 結果 

１ 研究の動向 

１）文献の掲載年次と研究期間について 

２）対象者の属性と研究デザイン 

対象者の属性は、一般の大学生（他の対象者もある研究を含む）６件、子育て中（子ども

の年齢 0歳～15歳）の保護者 1件、一般市民 2件（大学生含む）、全国紙の記者 1件、高校

生 1 件、医療関係者１件であった。研究デザインでは、11 件全て量的研究であり、質問紙

調査が 10 件、電話相談の内容を分析した調査が 1件であった。質問紙調査で、使用された

既存の尺度は、社会的考慮尺度、楽観主義尺度、IES（（Impact of Event Scale)）等であ

った。また、従来の尺度を新型インフルエンザ対応の尺度として新たに開発されたものとし

て、新型インフルエンザに対する認知・態度尺度、他人の行為に対する不快感の程度尺度、

新型インフルエンザによる影響の予測尺度、新型インフルエンザのリスク認知尺度などが

あった。 

２ 新型インフルエンザ流行に対する不安やストレスについて 

 新型インフルエンザの不安感やストレスに関して、大学生を対象とした研究が 4本、高校

生 1本、子どもの保護者 1本、医療関係者１本が報告されていた。大学生を対象とした研究

の中で海後 13）等は、同じ調査協力者を対象に調査を 2回実施し（2009年の 5月期と同年 9

月期）、調査データを分析、比較している。中でも「新型インフルエンザについての不安や

恐ろしさを感じていますか？」という質問項目に対して、不安を「ある程度感じる」及び「非

常に感じる」と答えた人の割合は 5 月では 38.7%、9 月には 46.6%と増加していた。対して

不安を「全く感じない」と答えた人の割合は、5月期には 46.7%、9月には 37.2%と減少した

と報告している。さらに 5月の平均値と 9月の平均値を比較する t検定を行ったところ、2

つの時期において新型インフルエンザに対する不安に有意差があることが認められた。ま

た「世界的に新型インフルエンザの問題は重要だと思うか」という質問項目に対して、5月

には「ある程度思う」「非常にそう思う」と回答した割合が 74%、9月は 77.7%と、いずれの

時期においても重要視されている結果となった。一方で「全く思わない」及び「あまり思わ

ない」と答えた人の割合はそれぞれ、14％、9.5%であった。この項目に関する t検定の結果

では有意差は確認されなかった。海後等はこれらの結果について、5月期よりも 9月のほう

が実際の感染リスクが高まっていたため、不安感や重要度が高くなったと考察している。 

次に及川 14）らも学生を対象に 2009年 4月～7月の４期において、新型インフルエンザに

　今回採用された新型インフルエンザに関する文献について、2008年が1件、2009年2件、

2010 年 5 件、2011 年 3 件であった。また、研究を実施した時期が、パンデミック期以前、

国内発生期、感染拡大期、まん延期、回復期の各期の状況によって、結果が影響されると考

え、各研究の実施期間を表２に示した。 
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関する認知、不安感情・予防行動・楽観性バイアスについて検討している。不安感情につい

ては、第 1 期より下がり続け、学内で感染者が確認された 3 期においても低下を示してい

た。この結果について、及川等は、新型インフルエンザに関する情報が浸透していくことで、

感情反応が飽和し、感染に対する不安感情が低下したのではないかと考察している。 

また、碓井 15）は、世界的流行を意味する 3種類の用語「パンデミック」「世界的流行」「感

染爆発」に対する不安感の評定の検討を学生に対して実施している。不安感の評定（7段階）

の平均値はいずれも高く、不安を感じるという回答が得られた。さらに３群間の差を調べる

ための分散分析を行った結果「世界的流行」と「感染爆発」間、「パンデミック」と他の 2

群間で有意差が見られ。「パンデミック」に対する不安のほうが他の用語に対する不安より

低かった。 

大見等 16)の研究では、大学生と一般市民を対象に新型インフルエンザに対する不安感や

予防行動についての調査を実施している。この研究は、新型インフルエンザパンデミック期

前の 2018年に行った調査である。調査の結果、学生は一般市民と比較して、不安感や危機

感が薄く、新型インフルエンザパンデミック時の交通機関・集客施設利用等の行動は自粛し

ないとの回答が示された。大見らは感染リスクの高い学生に対して、若者層の行動様式にあ

った危機情報を伝える体制が必要と述べている。 

畷等 17)の研究では、実際に身近な高校生が新型インフルエンザに感染し、7日間の完全学

校閉鎖を経験した高校生 638名を対象に、易感染性に対する意識、感染原因への認知、学校

閉鎖に対する意識について実態調査を行っている。その結果、易感染性については、「自分

も気を付けようと思った」と回答した者が 8 割を占め、「自分は感染しないだろうと思っ

た」と回答した者は 1割程度であった。しかし、自由記述では「気にならなかった」「特に

何も思わなかった」「関係ないと思った」という内容が 8割を占めていた。学校閉鎖に対す

る意識では、「自由に外に出たい」と回答した者が一番多く（30.9％）、次に「授業を受け

たい」6.7％となった。その他の自由記述では、「何も思わない」という内容が 7割で、「ラ

ッキー」「うれしい」等の肯定的な内容が 2割、「家にいるのはストレス」等の否定的な内

容は 1割程度であった。学年別、性別比較で 3年生男子においては、「部活をしたい」と回

答した者が 3割を占めていた。畷等の考察では、学校閉鎖の時期が 5月半ばであり、他の学

年とは違い、3年生にとっては部活動の引退時期が近づいているという意識が影響したもの

と記している。 

 新型インフルエンザ流行期における子育て中の保護者の相談内容を分析した田辺等 18)の

研究では、新型インフルエンザの流行状況に合わせて 2009年 4月～2010年 3月までの相談

内容分析している。相談件数の推移はインフルエンザの流行状況と相関し、国内で初めて新

型インフルエンザ患者が報告された 5 月以降相談件数が増え始め、11 月にピークに達し、

その後 2010年 2月以降は減少したと報告している。相談内容では「どのような疾患なのか、

注意することはなにか」等の疾病に対する不安と情報ニーズや「公園であそんでもよいのか」

などの感染予防に関する相談があった。年齢層の特性としては、0～4 歳児の子どもについ
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ての相談が多く、症状や治療に関する相談が主体で、保護者が語る口調から不安感が極度に

募る様子を感じたと記している。相談内容も流行の推移により変化しており、2009 年 5 月

以降は、メディアや風説による情報が氾濫し、翻弄されている相談内容が多く、8月頃の中

間期は、未感染の受診方法、検査の時期、周りでの流行・感染の可能性の有無等の内容が多

く占めていた。2009年 1１月あたり後期になると、感染後に関する相談が多くよせられたと

報告している。 

３ 新型インフルエンザに関する情報提供のあり方とスティグマについて 

１）感染症予防としての情報提供について 

 田代 20)等は、長崎大学内における新型インフルエンザの流行状況、感染対策、情報伝達、

学生の行動について、検証している。長崎大学では、長崎県で新型インフルエンザ感染者発

生を契機に、学生用掲示板にて「重要なお知らせ」として各学部掲示板並びに大学ホームペ

ージに発生状況等の情報を発信するため毎日確認するように注意喚起をした。また、実際に

学内で感染者が発生した時点で、疑わしい症状が出た場合の対応や手洗い、うがい、マスク

着用等の予防行動の実施を啓発している。しかしながら、掲示板やホームページから新型イ

ンフルエンザと感染防御に関する情報を得た学生は少なく、友人を介しての情報提供が多

かったと報告している。田代等は、掲示板やホームページを確認するのは、学生の責任であ

るが、より注意喚起できる情報発信の方法を工夫すべきと考察している。 

 同じく大学生を対象に 4 期において調査した及川等 14)の研究報告によれば。最終期であ

る時点４において、他の時点に比べて予防行動が低いという結果になった。及川等は、情報

の増加や事態の悪化に関わらず、予防行動は高まらないという予測を支持する結果であっ

たと報告している。また、関連報道が何週間も繰り返されることで感情飽和が生じ、深刻な

感染拡大状況においても、大学生の感染予防行動が低くなったと考察している。今後の課題

として、どのような行動様式が予防行動の促進、または抑制につながるのかを明らかにする

ことが重要と述べている。 

  0 歳から 15 歳までの子どもをもつ保護者からの電話相談の内容を分析した田辺 18)等の

報告では、2009 年 5 月以降、電話相談が急増しており、その背景には。メディアや風説に

より、情報が氾濫した可能性があることを考察している。また、流行の推移による電話相談

　医療関係者を対象とした川添等 19) の報告では、医師、看護職、その他の職員で新型イン

フルエンザ対応病病棟、発熱外来に勤務経験がある者とない者について、IES（Impact of 

Event Scale）の合計得点、ストレス項目の合計得点の差をMann-Whitney UTestを用いて

検定している。その結果、医師看護師共にインフルエンザ対応病棟や発熱外来に「勤務経

験がある者のほうがIES得点、ストレス得点共に高い数値となった。川添等は、IESの臨床

評価がいずれも9点未満であったことから、臨床的に問題のない範囲であるが、弱毒性の感

染症であっても、直接患者に接する機会の多い医療従事者に心の衝撃やストレスをかかえ

やすいと考察している。

－ 28 －



の件数や内容に変化があり、個々の状況に合わせた情報提供のあり方やニーズに対応でき

るシステム構築が課題であると述べている。 

２）情報提供とリスク認知 

 三島 21)は、インターネットアンケートにより、全国から抽出された 10代～70代以上の男

女を対象にリスク認知の実情とリスクコミュニケーションのあり方についての研究を報告

している。その結果、新型インフルエンザに関する情報提供について「質・量が不足してい

る」と考える人が 8割以上となっていた。また、新型インフルエンザとパンデミックの認知

度について、10～20代は極めて低く、世代があがるほど認知度が高くなることが示された。

さらに認知度を子どもの有無別に χ 二乗検定を行ったところ、1％水準で有意の結果とな

り、子どもをもつ人ほど、新型インフルエンザの認知度は高くなるという結果になった。リ

スク認知においては、高齢者よりも若者のほうが高いという結果になっている。しかしなが

ら、実際の事前対策の意欲については、高齢者のほうが高く、若い世代は低くなるというね

じれの関係が見出されている。次に新型インフルエンザの理解度については、おおむね理解

を示す一方で、「予防接種で予防可」「かかりつけの内科医で治療」等と考える人が 4割とな

っていた。また「若い人ほど重症化しやすい」という情報についての理解度が非常に低かっ

たと報告している。三島はこれらの結果を踏まえて今後のリスクコミュニケーションのあ

り方として、重要事項に関するリスクコミュニケーションには「継続」「繰り返し」が必要

であり、年齢層に合わせた行動指針の整理と普及併発ツールの作成・浸透を図ることが重要

であると述べている。 

３）リスクコミュニケーションのありかたとスティグマ 

学生を対象とした勝見 22)の研究では、社会考慮に焦点をあて、新型インフルエンザに対

するリスク認知と感染予防態度の関連について報告している。社会考慮とは、社会的迷惑を

検討するための概念の１つとされ、個人の生活空間を『社会』として意識している程度、ま

たは複数の個人からなる社会というものを考えようとする態度のことである。また、社会考

慮が高いということは、社会に対して深い関心があることとされている 23)。 勝見は、社

会考慮の高低と新型インフルエンザに対する認知・態度に関して、社会考慮の高い人のほう

が新型インフルエンザの流行をより深刻に受け止め、情報を積極的に収集しようとしたと

報告している。しかし、マスメディアによる過剰な報道に触れ、社会考慮の高い人は不安感

を喚起される側面があった可能性についても示している。また、社会考慮と感染予防行動に

ついては、社会行動の高い者ほど、感染予防行動をより熱心に行おうとする傾向があること

を確認している。勝見は、「個人が社会考慮を高め、予防的対処を行うと結果的に社会全体

のリスクを低減する」ことが適切に伝わるリスクコミュニケーションのあり方が重要と述

べている。 

学生を対象とした碓井 15)の研究では、リスクを認知し、実際にリスク回避行動の意思決
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定に関わるプロトタイプ理論を用いていて、リスク関連行動を検討している。リスク回避行

動をとっていない典型的な人物プロトタイプとして、その人物へのイメージが新型インフ

マスコミの情報提供の在り方とスティグマについて、勝田 24)の全国紙の新聞記者を対象

にした意識調査では、生活面の噂としての「感染拡大により自衛隊が県堺を封鎖し、食料等

の入手が不可能になる」、スティグマを伴う噂としての「A 国人が故意に菌をばらまいてい

る」、医学的な噂としての「感染者と道ですれ違ったただけで感染する」の 3 点について、

記者の重要度を調べたところ、生活面・医学面共に過半数が重要度が低いとし、スティグマ

の要素のある噂は 7割が低いと回答した。勝田は噂に対して関心が低かった結果について、

報道により噂を活性化させて風評被害やスティグマの発生を助長した過去の経験が関連し

ていると考察している。。勝田は、新型インフルエンザパンデミック期において、「街のうわ

さを拾い上げて、専門家のコメントをつけて否定情報を出し、社会不安緩和に資する役回り」

は公的機関だけではなく、マスメディアの力も必要であると述べている。

４ 感染症パンデミック期における心理的支援 

 今回選択した 11論文では、具体的な心理的支援について焦点をあてた報告は多く見られ

なかった。その中でも医療関係者を対象とした川添等 19)の研究では、新型インフルエンザ

病棟開設時から、精神科医が、病院スタッフに日々連絡を入れ、対応していることが示され

ていた。また、精神科医が常時スタッフの様子を確認し、心理的負担の軽減に努めたり、精

神科医と相談の上、心理士がナースステーションを訪問したりするなどの支援が報告され

ていた。 

 高校生に対して学校閉鎖時の部活動における心理的フォローを検討した畷等 17)の報告で

は、完全学校閉鎖の環境で特に不安を覚えている高校 3年生男子を中心とした生徒に、セル

フコンディショニングが行える動機付け等の心理的なコンディショニングを含めた心理的

フォローの重要性を示していた。 

Ⅳ 考察 

１ 研究の動向 

１）文献の掲載年次と研究期間について 

 今回選定した全 1１論文のうち、新型インフルエンザ発生以前の 2008 年が 1 本、パンデ

ミック期間とされる 2009 年が 2 本、終息後の 2010 年 5 本、2011 年 3 本となった。選定し

ルエンザ感染予防行動に「どのような影響を与えるかを報告している。碓井は、感染拡大期

においても、全く感染予防行動をとっていないプロトタイプに対して、否定的なイメージを

もつ人ほど、感染予防行動を取ろうとする傾向がみられたと報告している。さらに、リスク

回避行動に最も影響を与えていたのは、不安感情ではなく、プロトタイプイメージとしてい

る。碓井は適切なリスク回避行動を促進するために、同調行動等社会心理学的な研究が必要

と述べている。
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た全ての論文が、新型インフルエンザパンデミック期前後に集中しており、当時の新型イン

フルエンザへの関心の高さが伺われる。新型インフルエンザ等新興感染症パンデミックに

は、それぞれ流行の波があり、その状況に応じて社会の動きはもちろん、人々の心理にも影

 新型インフルエンザ発生初期の 2009年 4月から翌年の 3月までのパンデミック全期にお

いて電話相談の内容を分析した田辺等 18)の報告は、流行の波を国内発生早期・感染拡大期・

まん延期・回復期、に分け分析している。流行の推移から電話相談の件数や相談内容を分析

することで、流行の波の各時期の感染症に対する心理を把握することができる貴重なデー

タと思われ、今後の研究においても、流行の波それぞれに分析する必要がある。 

国内発生期からまん延期に至るまでの期間で、研究を実施した報告は、5件（海後等 13）・

及川等 14）・碓井等 15）・畷等 17）・田辺等 18））であり、それぞれの流行期の状況を把握するこ

とができたのではないかと思われる。現在の COVID-19パンデミック期においても多くの研

究が報告されており、各波毎、変異株毎の比較をすることで、新たな知見を見出すことがで

きると考えた。 

２）対象者の属性と研究デザイン 

 対象者の属性として、最も多かったのが、大学生の 6件（（海後等 13）・及川等 14）・碓井等

15）・大見等 16)・田代等 20）・勝見 22））であった。大学生を対象とした研究は、大学構内で比

較的容易にリクルートでき、データの回収も容易である。パンデミック期中、他機関との関

わりに制限があり、大学生を対象として研究が多かったのではないかと考察した。 

 今回選定した全論文では、新型インフルエンザ感染者当事者の報告は 1件もなかった。 

初期の「新型」としてのパンデミックは、2009年～2010の年という約 1年の短い期間であ

り、その後季節性のインフルエンザに移行しており、「感染者」を対象とした研究が困難で

あったと考えた。 

 研究デザインでは、選定した 11論文全て量的な研究であった。質問紙には今回パンデミ

ックとなった新型インフルエンザに関する内容に改変したり、新たに開発されたりした尺

響される18)。そのため本節では、実際の研究実施期間に関しても考察した。大見等と三島の

2 論文は、新型インフルエンザ発生以前の 2008年に研究を実施した報告である。大見等は

この段階での新型インフルエンザは、鳥インフルエンザ（H5N1）のパンデミックを想定した

ものであり、弱毒性とされる新型インフルエンザ A（H1N１）パンデミック後の意識とは大

きく異なる可能性が高く、適切な時期に同様の意識調査を実施し、比較する必要があると述

べている。三島も同様に（H5N1）を想定したリスク認知とリスクコミュニケーションの研究

であった。三島は病原力や感染力等（H5N1）と A（H1N１）は異なる点もあるが、この報告で

のあきらかになった課題は新型インフルエンザ A（H1N１）にかなりの部分で共通すると考

察している。同様に現在なおも、パンデミックにある COVID-19と比較しても共通する点が

は多くあると考えられる。このように新興感染症の過去のパンデミック経験から学び、次

なる感染症に備えることは重要である。 
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度が多くみられた。 勝見 22)の「新型インフルエンザに対する認知・態度尺度」では、新型

インフルエンザに対する関心や態度、とらえ方について測定するために開発された尺度で、

20項目から成り立っている。「新型インフルエンザによる影響の予測尺度」は、新型インフ

ルエンザの流行に伴って生ずると考えられた事項について、それらが起こる可能背につい

てどのように考えていたかを尋ねる項目で構成されている。また、「他人の行為に対する不

快感の程度尺度」は、インフルエンザ流行期に感染拡大をもたらす可能性のある行為を他人

がやっているのを目にした時、どの程度不快に感じるかを尋ねる尺度で 12項目からなって

いる。 三島 21)の「インフルエンザのリスク認知尺度」は Slovic25)のリスク認知評価尺度

を A（H1N１）用にアレンジした尺度であり、「恐ろしさ」と「未知性」の 2因子を構成する

尺度となっている。現在の新型コロナ感染症に関する研究でも Slovicのリスク認知評価尺

度を改変した尺度が使用した報告もある 26)。これらの尺度は、新興感染症に対応した尺度

であり、COVID-19感染症も含めた新たな振興感染症に備える参考資料になると思われる。 

２ 新型インフルエンザ流行に対する不安やストレスについて 

　新型インフルエンザパンデミック期におけるストレスや不安に関する内容を分析するこ

とは、同じ新興感染症として現在もパンデミック期にある COVID-19の心理的支援を考える

上で重要な情報となる。 

 海後等 13)らと及川等 14)は、双方ともに学生を対象としパンデミック期間に複数回調査し

ている。海後等の報告では、5月と 9月に調査を行い、新型インフルエンザに対する「重要

度」や「不安感」は、5 月より 9 月のほうが高くなっていた。海後等はこの結果に対して、

5 月より 9 月のほうが実際の感染リスクが高くなっているからではないかと考察している。

対して及川等の 4 月から 7 月の 4 期にわたる調査の結果では、新型インフルエンザの不安

感情は期を重ねるごとに低下している。この結果に対して及川等は新型インフルエンザに

関する情報が浸透することで感情反応の飽和し、不安感情が低下したと考察している。海後

等と及川等の結果の相違に関して、調査回数のたびに不安感情が低下した及川等の結果は、

縦断研究におけるバイアスの発生が推測される。縦断研究を行う際、縦断データにおける欠

点として知られている１つとして、繰り返しの調査による作業への慣れや記憶等がデータ

にゆがみ（バイアス）を与える可能性に考慮する必要があるといわれている 27)。及川等の 4

期にわたって 1 か月毎に実施された調査では、このようなバイアスが生じた可能性がうか

がわれる。流行の波がある新興感染症に関して、その推移に応じて調査する縦断的な研究は

大変意義があるが、縦断研究において生じるバイアスに関しても加味しながら、調査する時

期と期間に対して十分に考慮する必要があると考えた。 

 高校生を対象とした畷等 17)の研究では、易感染性については「感染に気を付けたい」と

いう意識の者が 8割を占めていたものの自由記述では「関係ない」「気にならない」と記述

した生徒が 8割に及んでいた。この報告では、身近で感染者が確認されている環境下での若

者の危機感がうかがわれる一方、「無関係」とする心理も併存することが示された。 
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新型インフルエンザに対する意識として、年齢層別に比較した大見 16)等の報告では、学

生は一般市民と比較して不安感や危機感が薄いと報告している。大見等は、新型インフルエ

ンザに対する意識の低さや無防備な生活習慣を伴う若い世代を新たな感染症における脆弱

層と指摘しており、若い世代に対する「健康教育」の重要性を提言している。畷等と大見等

の報告において、若者は感染自体に対する不安はあまり見られないことが見出された。現在

パンデミック下にある COVID-19に関しては、若い世代のリスクが少ないとされているとこ

ろから、その傾向はより高い可能性が考えられる。 

感染症の世界的流行を表現する用語に焦点をあて、新型インフルエンザ流行における不

安やストレスを検討した碓井 15）の研究では、「世界的流行」「パンデミック」「感染爆発」と

いう感染症の世界的流行を表現する 3 種の用語に対する不安感の評定を報告している。碓

井は、マスメディアは、新しい出来事に関して、一般的になじみの薄い「新語」「カタカナ

語」を使用し、必要以上に不安を高める可能性があると示している。実際の結果では、3種

の用語ともに不安感が生じたが、「パンデミック」といい言葉は他の用語よりも不安感が低

いと報告している。短期大学 1年生女子を対象としたこの調査では、被験者の中には「パン

デミック」の意味がわからないと回答した者もおり、パンデミックの意味を理解しない学生

も含まれているのではないかと考察している。新型インフルエンザパンデミック期におい

て、若者の間ではまだ「パンデミック」の言葉が浸透していなかった可能性も伺われる。し

かしながら、コロナ禍においては、パンデミック以外に多くの新語、カタカナ語を使用して

　子育て世代対象をとした電話相談の内容を分析した田辺等 18)は、特に 0 歳から 4 歳児の

子どもを持つ保護者からの相談が顕著であったことを報告している。また、相談をする口調

から、不安感が極度に募る様子を感じたと示している。全国的なインターネットアンケート

を行った三島 21）の報告でも、子どもを持つ人ほど、新型インフルエンザに関する認知度が

高いと示しており、子どもを持つ親にとっては、新興感染症に対する不安や恐怖は多いと考

えた。現在の長期にわたるコロナ禍においても、保護者の不安やストレスが大きく、加えて、

発達の遅れ、生活習慣の乱れが全国の乳幼児健診担当者の報告から示されている 28)。以上

のことから、子どもを持つ親の不安感は強く、特に乳幼児の保護者の支援が重要であると

考えた。

　本稿で選定した論文の中で医療従事者を対象とした論文は、川添等 19)の報告 1 件であっ

た。川添等の報告では、IES 得点、ストレス得点共に高い数値であり、新興感染症パンデミ

ック時に、直接患者と接する医療従事者に対する心理的支援の必要性を訴えている。今回

の医療従事者に関する報告が少なかったのは、この感染症が弱毒であったこと、日本にお

けるパンデミック期が比較的短期であったことからの結果だと考えた。感染症流行時にお

ける医療従事者のメンタルヘルスに関する報告は、2003 年の重症急性呼吸器症候群

（SARS）の流行時より重要視され 29）多くの研究者がその重要性を強調している 30)。現在な

おもパンデミック期である COVID-19 や新たな感染症の発生に対して、今後も医療従事に対

するメンタルヘルスや社会的支援は継続的行われるべき重要な課題である。
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いる。クラスター、ロックダウン、ソーシャルディスタンス、ステイホーム等のカタカナ語

がマスコミを通して頻繁に報道されるようになった。専門用語を含むこのようなカタカナ

語や新語は人々の間で不安を生じやすいと指摘されることもある 31） ）。また、「ソーシャル

ディスタンス」“社会的距離”は、もともとは、物理的な距離ではなく社会的・心理的距離

の意味 33)であったものが、現在では、感染予防にための物理的な距離として、本来の意味

が変化している。このような新語は、意味がわからず言葉が独り歩きし、不安が拡大するこ

とも懸念され、その都度丁寧にわかりやすく解説することが必要であると考える。 

３ 新型インフルエンザに関する情報提供のあり方とスティグマについて 

１）感染症予防としての情報提供について 

 感染予防としての情報提供のあり方として、大学生を対象とした田代等 20）の報告では、

感染対策等が掲示している掲示板やホームページから情報収集する学生が少なく、大学側

は全学生に確実に情報を提供できる伝達手段を見直すべきと論じている。さらに、学生に対

しても適切な感染防御対策を実行すべきと述べている。これは、及川 14）の報告でも同様で

あり、感染拡大期においても、学生の予防行動が低くなっていると示している。学生への情

報提供のあり方として、勝田 34)は、学生への情報提供は量を「一口サイズ」にして直接個々

に届くような形で提供することを推奨している。具体的には携帯メールを使用し、毎日、そ

の日の状況、基礎知識の反復といった内容を継続して提供することが望ましいと記してい

る。以上のように新型インフルエンザが若い世代のほうが、リスクが高いとされていたのに

もかかわらず、学生の予防行動は低いという結果に至っている。COVID-19 の場合は、若い

世代はリスクが低いとされているためよりいっそう予防行動が懸念され、厚生労働省等は、

若年層向けの情報発信を強化している 35）。感染症パンデミック期に若い世代にどのように

感染予防をよびかけるかが今後の課題であり、健康教育として、子どもの頃より、行うこと

も必要ではないかと考えた。実際に本稿の研究Ⅰにおいて、小児用の感染予防に関するガイ

ドラインも多く作成されおり、健康教育の一環として小児期より継続して感染症予防教育

を行うことも重要と考えられる。 

２）情報提供とリスク認知 

 リスク認知とは、人や物に対して害を及ぼす可能性がある現象や活動の特質を人々が評

価する心理的イメージのことをいう 36）。感染症に関するリスク認知とは、感染症が人や動

物あるいは物に対して害を及ぼす可能性について人々が評価している心理的イメージ 36）と

され、感染症自体のリスク、肉体的健康・心理的健康・経済・環境・主権・差別の 7側面を

評価する報告もある 37)。また、リスク認知が高ければ、安全行動（感染予防行動・リスク回

避行動）も多くなることが報告されている 38)39）。COVID-19 に関してもリスク認知が高い人

ほど、感染予防行動を行う頻度が高いことが確認されている 40）

 本稿での三島 21)の報告で、新型インフルエンザ関する情報が質量ともに不足していると
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いう回答が 8割に及んだと報告している。感染症等の情報が質量ともに不足し、不安等の心

理状態が長く続くと「デマ」や「流言」が発生することは、過去の災害からも示されており

21)、情報不足の状態は避けなければいけない。しかしながら及川等 14)の報告では、リスクや

予防行動の関する情報が増加しても感情飽和や楽観性バイアスが生じ、予防行動につなが

らないとしている。リスク認知に関しては、むろん世代差や個人差はあり 41)、若年層であ

る大学生が対象であったことも一因と考えられるが、情報量だけでは行動変容を促すリス

ク認知にいたらないことが伺われる。また、三島は、リスク認知の高い若い世代のほうが、

感染予防に対する意識が低く、リスク認知の低い高齢者のほうが高いというねじれを引き

起こしていると示している。このようなねじれは、新型インフルエンザパンデミック期前の

調査のため、高齢者は新型インフルエンザを季節性インフルエンザの延長ととらえている

ことが一因と考えた。 

情報量に関わらず、リスク認知のレベルが不足または過剰である場合は、どちらも問題が

生じるとされている。リスク認知が低すぎる場合、安全行動につながらず、反対に高レベル

になると不安、ストレス、うつ病などの精神的健康問題の割合を増加させると言われている

42)。 人々が適切なリスク認知を行えるための質量ともにそろったリスクコミュニケーショ

ンのあり方が重要となってくる。 

３）リスクコミュニケーションのありかたとスティグマ 

社会への関心の有無に関する社会考慮と新型インフルエンザの流行に対する態度の関連

について検討した勝見 22)の報告では、社会考慮が高い者は 新型インフルエンザについて

リスク認知が高く、情報を得ようとする傾向にあり、なおかつ感染予防行動に熱心であった

ことを明らかにしている。この結果より、勝見は社会考慮を高めることが感染症の流行抑制

に役立つ可能性があると考察している。しかし、一方で社会考慮の高い人は感染症に対する

不安感が強く、感染予防に熱心でない者に対して、より不快感を抱きやすいという指摘も述

べている。この点に関して、社会考慮を高めることにより、「感染したのは、予防を怠った

本人の責任」ととらえる内在的公正推論が発生しやすく、差別や偏見、社会的分断が発生す

ることも考えられる。特に日本人は内在的公正推論が高いと言われており 43)、リスク認知

が内在的公正推論に結びつかないようにすることが重要である。また、碓井 15)の研究でも、

感染拡大期に予防行動をとらないプロトタイプに対して否定的なイメージをもつ人ほど感

染予防行動をとろうとする結果を示している。このことより、リスク認知の高い者は安全行

動の１つである感染予防行動を起こしやすいが、危険回避行動として、感染者や感染者と関

わる人々に対する差別行動を起こす可能性が推測できる。リスク認知を高めることは、感染

予防行動を促進するが、危険回避行動として差別的行動につながる二面性をもっているこ

とを加味しなければならない。そのためには、スティグマや差別的行動が発生させないリス

クコミュニケーションのありかたが重要となる。 

スティグマを発生させないリスクコミュニケーションの在り方として、蛯名 44)は、①信
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頼を構築し、リスク認知を低くする ②人間性を否定する伝え方をしない ③リスク情報

と予防をセットで伝える 3点を提言している。1点目の「信頼を構築し、リスク認知を低

くする」に関して、恐怖感情を伴うリスク認知を低めると確かにスティグマ発生を抑止する

ことができるが、感染予防行動も少なくなる可能性が生まれてくる。蛯名はこのような状況

において、行政等のリスク管理者が「適切に管理できている」と人々に信頼してもらうこと

が不可欠だと述べている。三島 21)の報告では、新型インフルエンザ発生初期において、政

府の情報発信不と積極性の不足からの「未知」「恐ろしさ」というリスクイメージ持った人々

の不安と、感染者や関係者への批判・中傷・差別的な発言、デマの発生は無関係ではないと

考察している。スティグマを発生させないリスクコミュニケーションは、発信側と受信側の

信頼関係が重要なカギとなることが考えられる。次に 2点目の「人間性を否定する伝え方を

しない」に関して、 実際にテレビのワイドショーをはじめ、報道機関までが、感染者を加

害者と呼び、若い世代を「運び屋」と呼び犯罪を想起させるような表現や人間性を否定する

用語を無意識の使用する傾向がある。マスコミをはじめ、私達は、このような用語を無意識

に使用しないよう注意する必要がある。3点目の「リスク情報と対処・予防行動をセットに

する」について、蛯名は恐怖感情を引き起こすリスクについて情報発信する場合は、有効性

の高いリスク軽減行動を伝えることが重要と述べている。この点に関して、マスメディアの

情報提供の在り方とスティグマの発生について、新聞記者の意識調査を行った勝田 24)は 

「事実ではない噂」も拾い上げ、「噂」を検証し否定情報を積極的に報道することが必要と

考察している。これは「リスクとリスク対処をセットで発信」と類似の手続きであり、マス

メディアにおけるリスクコミュニケーションのあり方としては重要な視点と考えられる。

さらに、蛯名は、リスクの誇張は厳禁であると述べている。この点においても報道のあり方

の重要性が示されている。過去の反省として、新型インフルエンザに感染した高校生が関西

圏で発見された際に、当時の厚労省大臣の緊急発表が、国民のリスク認知を高め、地域に対

する中傷や風評被害が起こっている 45)。コロナ禍においても、差別や偏見を助長しない報

道の在り方について山中等は「－新型コロナウイルス感染症対策に関する、研究者・臨床家

から報道機関への要望書」を 2020年に提出している 46)。これを受けて、報道陣も新型コロ

ナウイルス感染症の差別・偏見問題に関する共同声明 47)を取りまとめたが、まだまだ課題

として残っている。 

 過去より人類は、多くの感染症パンデミックを経験し、その都度感染症に関する情報収集

と発信を行ってきた。特に新型インフルエンザパンデミック期においては、リスクマネジメ

ントとリスクコミュニケーションの重要性が注目され、WHO でも 2017 年にインフルエンザ

リスクマネジメントに関する基本方針を提示している 48）49)。日本でもリスクコミュニケー

ションの必要性は新型インフルエンザパンデミック後も、2011 年の東日本大震災の後も課

題として指摘され続けてきたが、政府をはじめ各行政機関においても実施体制が整ってい

ないのが現実である 50)。さらに、COVID-19 パンデミック下においては、公的機関による情

報発信だけではなく、民間企業や報道機関の参入も増えており 51)、加えて SNS 等発信ツー
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ルの多様化が進む中で、スティグマを発生させない適切なリスクココミュニケーションの

あり方が今後の重要な課題となる。 

４ 感染症パンデミック期における心理的支援 

 本稿では、心理的支援に関する報告は、2件のみであった。1件は川添等 19)の医療従事者

対応の報告である。現在の COVID-19パンデミック期においても、医療従事者に対する心理

支援に関する報告やガイドラインは多く存在しており 30)、川添等の報告も今後の感染症パ

ンデミックには、役立つ資料となると考えられる。高校生を対象とした畷等 17)の心理的支

援に関する報告は、学校閉鎖環境の中での部活動を行っている高校生に心理的コンディシ

ョニングを行うものであった。心理的コンディショニングとは、スポーツ心理学等の分野で

スポーツ選手の心理面に焦点をあてたコンディショニングのことである 52)。畷等は学校閉

鎖環境にある高校生の中で引退を控えた高校 3 年生の不安が大きく、心理コンディショニ

ングの導入が必要と示している。この報告は、対象が限定的な支援であるが、本稿の研究Ⅰ

において、コロナ禍における幼児・児童・生徒支援で「休校中」「学校再開時」各々の状況

に合わせたきめ細かいガイドラインが作成されている。今後もこのような対象別、状況別に

支援できるようなガイドラインは継続して作成され、支援者にとっても重要な資料となる

と考えた。 以上のように今回選定した文献では、具体的な心理的支援の報告は多くみられ

なかった。この点について、新型インフルエンザ罹患者を対象とした報告がなかったこと、

新型インフルエンザパンデミック期の期間が 1 年余りであったことなどのよるものと考え

た。しかしながら、新型インフルエンザも現在の COVID-19と同様に入院措置がとられ、一

定期間の隔離を余儀なくされる環境であり、患者の心理的な負担も大きかったと推測でき

る。さらに感染者に対する差別や風評被害も多くあったことは事実であり、感染者に対する

心のケアは重要であったと思われる。COVID-19、そして新たな感染症パンデミックに向けて

今後も罹患者に対する心理的ケアを継続して充実させることは重要と考えた。             

結語（総合考察）

 本稿では、感染症パンデミック期の心理的影響とその対策について、スティグマに焦点を

 研究Ⅰでは、89件（前回 30件を含む）のガイドラインを選出した。前年度のリストでは、

医療従事者や関係者を対象読者としたガイドラインが多くあり、子どもや家族、患者等を対

象としたガイドラインは数件であった。しかし、今年度は、教育・保育関係者・子どもと保

あて、ガイドライン作成の資料収集を目的とした研究１と文献レビューの研究Ⅱを実施し

た。研究Ⅰでは、前年度作成した資料にスティグマに関する項目を加え、マニュアル・ガイ

ドラインリストを作成した。また、研究Ⅱでは、2009 年にパンデミックを起こした新型イ

ンフルエンザを対象に、パンデミック期の人々の心理や情報提供、リスクコミュニケーシ

ョンのあり方とスティグマに焦点をあて、先行研究のレビューを実施した。 
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護者用のガイドラインを 30件抽出した。また、スティグマに関係するガイドラインを 15件

見出すができた。今年度抽出したガイドラインは、対象者や状況が前年度より細分化され、

現場が対応できる内容となっていた。また、利用者のニーズに応えた内容で改定されていた

資料も多くあった。今後も状況に合った新たなガイドラインが作成されると考えられ、本研

究も継続して実施する必要があると思われた。 

 研究Ⅱでは、新型インフルエンザを対象に、パンデミック期の人々の不安やストレス、感

染症の情報提供のありかたやリスクコミュニケーションとスティグマに焦点をあて、先行

研究をレビューした。感染に対する不安については、大学生等の若い世代は、感染に対して

あまり不安を感じることがなく、予防行動が低いことが示唆された。対して小さな子どもを

もつ世代は不安が大きく、新興感染症に対する不安は、世代間に差異があることが示された。

パンデミック期において、年齢層に応じた情報提供のあり方が必要であり、特に若い世代へ

は、多様な情報発信が重要であることが見出された。また、感染症パンデミック期のリスク

コミュニケーションのありかたとして、リスク認知を高めると、感染予防行動は高くなるが、

危険回避行動として、感染者を退ける差別や偏見、スティグマが発生する可能性が示唆され、

今後はスティグマを発生させないリスクコミュニケーションのあり方が重要となることが

示された。 
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